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1. 海外派遣プログラムの目的 

 本プログラムは、アントレプレナーシップ教育・グローバル教育オプション(GEO)及びグロー

バル理工人育成コース初級・中級の実践型海外派遣プログラムの一環として実施された。 

 

 本プログラムの目的は、海外での経験を積むことで、下記の 3つの能力を養うことである。 

1) 自身の将来計画と関連付けた明確な目標を持ち、様々な活動に積極的に参加することができ

る能力。 

2) 自身と出身国、母語、習慣、文化等が異なる相手と、多面的な視野から交流することができる

能力。 

3) 対象国の概要、歴史・文化などを説明でき、対象国に関連した自身の学びを深めるために主体

的に行動し、今後の留学やキャリアの参考とすることができる能力。 

 

  



4 

 

2. 研修日程と参加学生の紹介 

2-1. 研修日程 

 Date Activity  

1 8/25  

Mon 

22:50 中部国際空港発 AY0080 

2 8/26  

Tue 

5:55 ヘルシンキ・ヴァンター空港着 

7:25 ヘルシンキ・ヴァンター空港発 AY0801 

7:25 ストックホルム・アーランダ空港着 

3 8/27  

Wed 

スウェーデン王立工科大学(KTH ) 

研究室訪問・キャンパスツアー 

4 8/28  

Thu  

スウェーデン王立工科大学(KTH ) 

講義見学、KTH 生とディナー 

5 8/29  

Fri  

スウェーデン王立工科大学(KTH ) 

講義見学 

6 8/30  

Sat 

グループ調査・ストックホルム市内見学 

7 8/3 1 

Sun 

リンシェーピンへ鉄道で移動 

8 9/ 1 

Mon 

リンシェーピン大学(LiU ) 

講義見学・研究室訪問 

9 9/2  

Tue 

リンシェーピン大学(LiU ) 

科学大生による発表と学生交流 

ストックホルムへ鉄道で移動 

10 9/3  

Wed 

スウェーデン王立工科大学(KTH ) 

原子炉ホール訪問 

11 9/4  

Thu  

アトラスコプコ社訪問 

12 9/5  

Fri  

グループ調査 

13 9/6  

Sat 

12:45 ストックホルム・アーランダ空港発 AY0804 

14:45 ヘルシンキ・ヴァンター空港着 

17:45 ヘルシンキ・ヴァンター空港発 AY0073 

14 9/7  

Sun 

13:05 成田国際空港着 
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2-2. 参加学生の紹介 

  名前 所属 学年 

1  Z.X. 環境・社会理工学院 B1 

2  H.S. 環境・社会理工学院 B1 

3  S.Y. 理学院 数学系 B1 

4  K.M.  生命理工学院  

生命理工学系 

B2 

5  K.M.  環境・社会理工学院  

融合理工学系 

B2 

6  Y.R. 環境・社会理工学院  

融合理工学系 

B2 

7  H.M.  情報理工学院  

情報工学系 

B2 

8  M.S. 環境・社会理工学院  

融合理工学系 

B2 

9  I.K.  生命理工学院  

生命理工学系 

B2 

10  U.S. 工学院 機械系 B2 

11  K.S. 物質理工学院 材料系 B3 

12  M.M.  物質理工学院 材料系 B3 

13  M.A.  環境・社会理工学院  

融合理工学系 

B3 

14  T.K.  工学院 経営工学系 B3 

15  S.N. 環境・社会理工学院  

融合理工学系 

B3 

16  M.M.  環境・社会理工学院 

建築学系 

B3 

17  H.C. 物質理工学院 材料系 B3 

18  S.K. 工学院 経営工学系 B3 

19  H.H.  環境・社会理工学院 

建築学系 

B4 

20  K.S. 生命理工学院  

生命理工学系 

B4 
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3. スウェーデン王国の概要 

3-1. 人口, 面積, 宗教, 政治体制, 産業等の基礎情報, 経済・社会問題等 

3-1-1. 人口, 面積 

 スウェーデンの人口は約 1,070万人であり日本の 10分の 1にも満たないが、国土面積は日本

と近い 450,000平方キロメートルである。そのため、人口密度は日本と比較して非常に低い(ス

ウェーデン約 25人/㎢、日本約 500人/㎢)。特に、首都ストックホルムを含む南部都市圏に人

口が集中していることが特徴である。 

(文責:物質理工学院 材料系/B3/ H.C.) 

 

3-1-2. 宗教 

 58%のスウェーデン人がスウェーデン教会に所属しており、宗派はキリスト教のルター派が

多い。実際、街の要所要所に教会や大聖堂があり、日本とは異なる宗教感を体感することがで

きた。 

 

(文責:情報理工学院 情報工学系/B2/ H.M. ) 

図 3-1-2a. Linköpings Cathedral 

(リンショーピン大聖堂)  

 

図 3-1-2b. Gustaf Vasa Church 

(グスタフ・ヴァーサ教会)  
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3-1-3. 政治体制 

 スウェーデンは立憲君主制の議会制民主主義国家である。つまり、国王はいるが政治的な実

権は持っておらず主に儀礼的な役割を担っている。この点は、日本の象徴天皇制と似ているだ

ろう。現在の国王はカール 16世グスタフ陛下であり、1973年から即位している。50年以上に

わたる在位であり国内外での評価も高く、特にノーベル賞授賞式での姿は世界的にも知られて

いる。一方、政治を担うのは一院制の国会「リクスダーゲン」と、その中から選ばれる首相と

内閣である。スウェーデンでは多党制が一般的で、連立政権が主流である。 

 特徴的なのは女性の政治参加が進んでいる点である。国会議員の約 46％が女性であり、これ

は世界でもトップレベルの水準である。選挙が比例代表制のため、各政党が自主的に選挙の候

補者名簿を作成する際に男性と女性の候補者を交互に掲載する方式を取っていることが効果的

だと言われている。また、閣僚や地方会議においても女性の割合は高く、政治の場面における

多様性が確保されている。 

(文責:物質理工学院 材料系/B3/ H.C.) 

 

3-1-4. 産業等の基礎情報 

スウェーデンは人口は少ないながらも、世界経済において大きな存在感を持つ国である。そ

図3-1-3a. ストックホルム市庁舎内の民主的な

ストックホルム市議会 

図3-1-3b. KTH構内にサークルチラシに紛れて

貼られたが、破かれた共産主義的ポスター 
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の主要産業は製造業と ICT (情報通信技術)であり、世界的に知られる多くの企業を輩出してい

る。自動車の「ボルボ」や通信機器の「エリクソン」などがその代表例である。近年では、音

楽配信サービスの「Spotify」や、ビデオ通話アプリの「Skype」といったイノベーション企業も

スウェーデン発祥である。これらの企業が発展した背景には国の自由で柔軟な教育制度や起業

支援制度の存在があると言われている。 

 また、スウェーデンは鉱物資源が豊富であり、特に北部のキルナは世界でも有数の鉄鋼石産

出地として有名である。ここで採掘された鉄鉱石は、鉄道でノルウェーの不凍港ナルヴィクま

で輸送され、世界各地へ輸出されている。国土の約 7割が森林であることから、木材やパルプ

産業も依然として重要な基幹産業である。 

 スウェーデンは再生可能エネルギー大国としても知られている。現在の発電構成は、水力発

電が約 40％、原子力が約 30％、風力が 20％以上を占めており、化石燃料に依存しない発電が

ほとんどである。これは、火力発電への依存度が高い日本とは対照的である。特に、北部の山

岳地帯に流れる豊富な河川を利用した水力発電は、安定的な電力供給源として重要な役割を担

っている。 

(文責:物質理工学院 材料系/B3/ H.C.) 

 

3-1-5. 経済・社会問題等 

 事前学習では、人口の 2割ほどが移民とされており、中にはスウェーデン文化に馴染めずギ

ャング化することもあるという情報を聞いていた。これへの対策として、2024年 9月にスウェ

ーデン政府は、移民の自発的帰国を促すために、帰国した移民へ与えられる帰還手当を 1万ク

ローナ(日本円で約 15万円)から最大 35万クローナ(日本円で約 520万円)に引き上げる、とい

うことを発表している。 

(文責:情報理工学院 情報工学系/B2/ H.M. ) 

 

3-2. 歴史 

 スウェーデンの歴史は非常に長く、多様な変化を経て今日に至っている。その歩みを理解す

るために、本章では歴史を大きく「中世」「近世」「近代」「現代」の四つの時代に分けて、それ

ぞれの特徴的な出来事や社会の変化について紹介する。 

 

3-2-1. 中世(11 世紀～15世紀) 

 中世のスウェーデンは、ヴァイキング時代の終焉とともに始まった。ヴァイキングは 8世紀

から 11世紀にかけて北海やバルト海を拠点に交易・略奪を行ったが、11世紀になるとキリスト

教が普及し、徐々にヨーロッパ的な国家体制へと移行した。国王は各地方の有力者をまとめる

存在となり、宗教の統一が政治的な安定に結びついた。 

 12～13世紀には、教会や修道院が各地に建てられ、キリスト教文化が定着した。とくにウプ

サラ大聖堂の建設は、宗教と王権の結びつきを象徴するものであった。また、十字軍に参加し
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たスウェーデン人騎士たちは、バルト地方への進出を通じて領土拡大を試みた。 

 14世紀に入ると、ヨーロッパ全土を襲った黒死病(ペスト)がスウェーデンにも及び、人口の

3分の 1が失われたとされる。この人口減少は社会に大きな打撃を与えたが、同時に労働力不足

により農民の交渉力が高まり、農民が政治に一定の影響を持つようになった。これは後世の民

主的伝統の萌芽とも考えられる。 

 さらに 1397年、デンマーク女王マルグレーテ 1世の主導でカルマル同盟が成立した。スウェ

ーデン・ノルウェー・デンマークが一人の君主のもとで統合され、北欧全体の結束を目指した

が、実際にはデンマークの影響力が強く、スウェーデン内で反発が高まった。この緊張は後の

独立運動につながっていく。 

 

図 3-2-1. カルマル同盟各国 

 

3-2-2. 近世(16 世紀～18世紀) 

 16世紀は、スウェーデンが独立国家として歩み始

めた時代である。1520年にデンマーク王クリスチャ

ン 2世が反対派を大量に処刑した「ストックホルム

血浴」は、国民に強烈な独立意識を植え付けた。こ

れを契機に 1523年、グスタフ・ヴァーサが国王に

選出され、スウェーデンは事実上デンマークの支配

から離脱した。彼は宗教改革を推進し、ローマ教会

からの影響を排除して国教としてルター派を導入し

た。これにより国王は教会財産を掌握し、強力な中

央集権国家が築かれた。 

 17世紀は「大国時代」(Stormaktstiden)と呼ばれ

る。国王グスタフ 2世アドルフは軍制改革を行い、

火器を用いた近代的戦術を導入した。彼は三十年戦

争でプロテスタント側を主導し、スウェーデンをヨ

ーロッパ列強へと押し上げた。ヴェストファーレン条約(1648年)では、スウェーデンがドイツ

北部の領土を得て、国際的地位を高めた。 

図 3-2-2a. 1560-1815年領土の変化 
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この時期、スウェーデンは強大な海軍

を整備しようとした。その象徴がヴァー

サ号(Vasa船)である。1626年から建造

され、1628年に処女航海に出たが、ス

トックホルム港で転覆・沈没した。原因

は設計の不備や過剰な武装による重心の

不安定さであり、当時の拡張政策の無理

を象徴する事件となった。300年以上海

底に眠った後、1961年に引き揚げら

れ、現在はヴァーサ博物館で保存・公開

され、今回のプログラムで私たちも実際

に見学しに行った。 

この時代、ストックホルムは首都とし

て急速に発展し、行政機関や宮殿の整備が進んだ。また、バルト海を「スウェーデン湖」と呼

ばれるほど支配下に置き、経済的にも大きな繁栄を迎えた。しかし、軍事負担や重税により農

民・兵士の生活は厳しく、国内には不満も蓄積した。 

18世紀に入ると、大北方戦争(1700～1721年)が勃発した。ピョートル大帝率いるロシアに敗

れ、スウェーデンはバルト海の覇権を失い、大国の座から転落した。戦後、議会(リクスダーグ)

の力が強まり、「自由の時代」と呼ばれる政治実験が行われた。立憲主義的な試みは近代民主制

の先駆けとも評価されている。 

 

3-2-3. 近代(19 世紀) 

 19世紀のスウェーデンは、国際的影響力を失いながらも内政改革と社会変化が進んだ時代で

ある。1809年、ロシアとの戦争に敗れ、長年領有してきたフィンランドを失ったことは国民に

大きな衝撃を与えた。この敗北の責任を問われて国王グスタフ 4世は退位し、新しい憲法が制

定された。これにより三権分立が導入され、立憲君主制が確立した。 

 1810年にはフランス人将軍ジャン＝バティスト・ベルナドッテが王位継承者に選ばれ、1818

年に「カール 14世ヨハン」として即位した。彼の王朝は現在まで続いており、スウェーデン史

の安定の象徴となっている。1814年にはノルウェーとの同君連合が成立し、両国は 1905年ま

で王を共有した。この連合は平和的に解消され、ノルウェー独立に至った。 

 19世紀後半は、工業化と都市化の進展が顕著であった。鉄道の建設や製鉄業の発展により経

済は活性化し、ストックホルムやヨーテボリなどの都市が成長した。しかし農村の貧困は深刻

であり、1850年代から 1920年代にかけて 100万人以上の国民がアメリカへ移住した。これは

スウェーデン史における最大規模の人口移動であり、国内の労働市場や文化にも影響を与え

た。 

 また、教育制度や社会政策も整えられ、識字率は 19世紀後半にはヨーロッパでも高い水準に

達した。民主化の流れの中で、議会改革が進み、徐々に国民の政治参加が拡大した。 

 

図 3-2-2b. ヴァーサ博物館内部 

図 3-2-2b. ヴァーサ博物館内部 
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3-2-4. 現代(20 世紀～現在) 

 20世紀のスウェーデンは、中立政策と福祉国家の確立を柱として発展した。第一次世界大戦

では中立を維持し、経済的被害を最小限に抑えた。第二次世界大戦中も公式には中立を保った

が、戦略物資の供給などを通じて両陣営とのバランスを取った。戦後は他国に比べてインフラ

の破壊が少なかったため、経済成長を早期に達成した。 

 戦後政治では社会民主労働党が長期政権を担い、「ゆりかごから墓場まで」と形容される包括

的な社会保障制度を整えた。医療、教育、年金制度が整備され、世界的に有名なスウェーデン

型福祉国家が形成された。また、労使関係の協調も進み、社会の安定が保たれた。 

 冷戦期には軍事同盟に加わらず中立を守りつつ、国際社会では積極的に平和外交を展開し

た。国連事務総長を務めたダグ・ハマーショルドの活動は、その象徴である。 

 20世紀後半以降、スウェーデンはジェンダー平等や環境政策でも世界をリードしてきた。再

生可能エネルギー導入やリサイクルシステムは先進的であり、現代において「持続可能性」を

重視する社会モデルを提示している。さらに 21世紀には、移民・難民問題や多文化共生が大き

な課題となったが、それを乗り越えようとする姿勢は現代スウェーデンを特徴づけている。 

(文責:環境・社会理工学院 融合理工学系/B2/ Y.R.)  

 

3-3. 人物 

3-3-1. 人物の選定 

 スウェーデンには数多くの有名人や偉人が存在するが、今回は Alfred Nobel と Avicii の 2人

に焦点をおく。この 2人は 2025年現在ですでに亡くなっているが、今も世界中の人々に知られ

ている。彼らに関するスウェーデン現地の施設の情報も交えながら紹介していこうと思う。 

 

3-3-2. Alfred Nobel  

 Alfred Nobel は 1833年にスウェーデンのストックホルムで生まれ、その生涯で化学者、発

明家、実業家として数々の偉業を成し遂げた。彼の最も有名な発明はダイナマイトである。ダ

イナマイトは土木工事や鉱業に革命的な進歩をもたらした一方で、戦争の兵器としても使われ

るようになり、彼は「死の商人」と呼ばれるようになった。 

Alfred Nobel は 1896年に亡くなった。インフラ整備のために発明したダイナマイトが、戦争

の道具として使われていることに苦しんだ彼は生前に「人類の利益のために貢献した人々を称

えるために賞を贈る」という遺言を残した。これがノーベル賞の起源である。 

ノーベル賞は 1901年から始まり、物理学、化学、経済学、医学・生理学、文学、そして平和

の 6つの分野で、人類に多大な貢献をした人々を毎年表彰している。ガムラスタンにある Nobel 

Prize Museumでは、現在までのノーベル賞受賞者や Alfred Nobel 自身に関する展示を見ること

ができる。 
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またノーベル賞は授賞式だけでなく、晩餐会の様子やそこで提供されるメニューも注目され

る。ノーベル賞の晩餐会が開催される Stockholm City Hall はガイド付きで一般公開されている

ため、私たちも見学することができた。窓からの光により美しく照らされた大空間「青の間」

や金箔により荘厳な雰囲気となっている部屋「黄金の間」は息を呑むほどの存在感であった。

足を運んでみることを強くおすすめしたい。 

 

3-3-3. Avicii  

Avicii (アヴィーチー、本名:Tim Bergling, 1989–2018)は、スウェーデン出身の DJ・音楽プロ

デューサーである。代表曲に 「Wake Me Up」 や 「Levels」 があり、EDM を世界的に広め

た立役者の一人とされる。 

メロディアスでキャッチーなサウンドと、様々なアーティストと協働して作り上げたカント

リーやフォークを融合させた独自のスタイルが特徴である。若くして成功を収めたが、過度な

ツアー活動や精神的なプレッシャーに苦しみ、2018年に 28歳で亡くなる。現在も音楽界に大

図 3-3-2a. 

Nobel Prize Museumの記念撮影

スポット 

 

 

 

図 3-3-2b. 

Nobel Prize Museumの内部 

 

図 3-3-2 c. 

Stockholm City hall の「青の間」 

 

 

 

図 3-3-2 d. 

Stockholm City hall の「黄金の間」 
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きな影響を与え続けているアーティストの一人である。 

その影響力の大きさとして、ストックホルムの中心地に Avicii Experienceという名の展覧会

が常設されており、たくさんの人々が訪れている。展覧会は実際に Avicii が使用していたキー

ボードをはじめ、Avicii という存在を音楽だけでなく、目で体感することができる。実際に訪れ

た際に撮影した写真は以下の通りである。 

また、Netflix にて「I’m Tim」という Tim の半生をドキュメントした映像作品が作られ公開

されており、そのようなことからも影響力の大きさを感じることができる。 

 

図 3-3-3a. Avicii Experience内の DJブース 

 

図 3-3-3b. 実際に使用されていたスタジオの再現 

(文責:環境・社会理工学院 融合理工学系/B2/ M.S.、工学院 機械系/B2/ U.S.)  
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3-4. 社会的特徴 

3-4-1. 教育制度 

スウェーデンの教育制度について、1～5歳まではプレスクール/オープンスクールに、6歳に

は就学前学級、7～16歳までの 9年間は義務教育学校、その後 3年間は上級中等学校に通い、さ

らにそのあと大学/カレッジへ進む選択ができる。大学より前の時点では、日本の学校制度と年

数的に大きな変わりは見られない。大学制度は日本とは異なり、学士課程が 3年、修士課程が 2

年、博士課程が 3年となっているが、現地の学生と話してみると、大学入学前に兵役や就職を

経験する人も多いと知った。そのため、同じ学年でも年はバラバラな場合が多い印象を受け

た。基礎学校、高校、大学の授業料は無償なため、ターム中にアルバイトなどをしている大学

生はほとんどおらず、日本人学生よりも集中して勉強に取り組んでいるように見えた。 

  

3-4-2. 男女平等 

男女平等について、留学前の調査でスウェーデンはジェンダーギャップ指数が非常に高く、

世界的にも男女平等が進んだ国だと学んでいたが、現地でもそれを体感することができた。宮

殿の衛兵には女性も多く、トイレは男女共用のものが多かった。スウェーデン王立工科大学の

男女比は約 7:3である。実際、大学内を歩いていると多くの女学生を見かけ、体感的にはもっと

多く感じた。リンシェーピン大学では所属によって男女比が 1:1にもなると伺った。2校と同

様、理工系大学である東工大の男女比は 8:2～9:1程度であり、理系の女性進出も進んでいると

感じた。 

(文責:環境・社会理工学院 融合理工学系/B3/ M.A. )  

  

3-4-3. 社会保障制度 

 スウェーデンの社会保障制度は積極的な所得の再配分を特徴とし、2021年度の社会保障給付

費の対 GDP 比は 28.0%と高く、社会保障サービスが充実している。日本との違いとしては家族

や児童に対する経済的保障の充実の程度が挙げられる。例えば両親手当というものがあり、育

児休業を取得した際に支給が行われる。期間は両親合計で 480日間であり、各 90日間は父親と

母親にそれぞれ受給権が与えられ、残りの 300日間は父親と母親の間で自由に分けることがで

きる。今回の研修で訪問した企業でも、まず、施設見学前のお話で育児休業の話があり、育児

休業を取ることが広く浸透していると感じた。また、お話の中でも会社として育児休暇を取る

ことを推進していくような空気が作られていると思った。次に医療制度について、日本のよう

な保険制度ではなく、費用は主に住民所得税から賄われている。患者の負担軽減としては、18

歳未満の子の薬剤の本人負担の無料化や 22歳以下の歯科治療費の無料化などが行われている。

また、日本と同様に救急車を基本的に無料で呼ぶことができる。実際に滞在中も道で走ってい

る救急車をたびたび見かけたため、救急の医療制度がきちんと機能していると感じた。 

(文責:工学院 経営工学系/B3/ T.K. ) 
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3-5. 文化的特徴 

3-5-1. 言語 

 スウェーデンでは公用語として主にスウェーデン語が話されている。このスウェーデン語は

スウェーデンとフィンランドの一部で使われている言語で、インド・ヨーロッパ語族ゲルマン

語派に分類される。ゲルマン語派の中には、デンマーク語やノルウェー語だけではなく、英語

やドイツ語も含まれる。 

 実際にスウェーデンでの表記を見てみると、表記は英語のアルファベットと同じ文字を利用

していて、いくつか母音が多いという違いがある。基本的な文の語順は英語とほぼ同じで、単

語についても英語との共通点が見受けられるものが多い。この影響もあってか、スウェーデン

ではほとんど全ての人々が英語を流暢に話すことができる。 

  

3-5-2. 食文化 

 スウェーデンを代表する料理に、｢ショットブッラル｣と呼ばれるミートボールの料理が挙げ

られる。これは、ミートボールをジャガイモとリンゴンベリージャムの付け合わせで食べるス

ウェーデンの家庭料理である。リンゴンベリージャムは日本で見かけることはほとんどない

が、スウェーデンでは一般的な食べ物で、ミートボールに限らず様々な料理とともに提供され

る。またスウェーデンでは、肉類以外にサーモン、ニシン、アンチョビ、ザリガニなどの海産

物も多く食べられている。 

フィーカというお茶の文化も、スウェーデンを代表する習慣の一つである。仕事や勉強の合

間にコーヒーとシナモンロールを食べて休憩を取るという文化である。私たちも、いくつかの

訪問先でフィーカをごちそうになったが、現地の学生によると、文化としてあっても毎日行う

わけではないそうだ。 

  

3-5-3. 価値観 

｢ラゴム｣とはちょうど良い、バランスのとれ

たという意味の言葉で、スウェーデン人の価値

観を表している。スウェーデンではワークライ

フバランスや、都市と自然の共存が実現してい

る。ワークライフバランスの観点からは、労働

者の権利として、日本よりもはるかに多くの日

数の休暇を取ることができ、家族や趣味に割け

る時間が多くなっている。また、都市と自然の

共存についても、私たちが訪れた KTH を例に

挙げると、整備の行き届いた芝生と広い面積の

森を所有していて、日常的に学生や地域の人々

が自然を享受できる環境がつくられていた。図
図 3-5-3. KTH キャンパス内の森 
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3-5-3は実際に KTH にある森の写真で、サイクリングをする人や子どもを乗せたベビーカーを

押す人など、多くの人に利用されていた。 

(文責:環境・社会理工学院 融合理工学系/B3/ S.N.)  

 

3-6. 訪問都市の概要(ストックホルム・リンシェーピンの特徴)  

3-6-1. ストックホルム 

 スウェーデンの首都ストックホルムは、およそ 100万人を抱える北欧最大級の都市であり、

政治・経済・文化の中心として機能している。14の島々にまたがる独特の地形を背景に、多様

な街並みと現代的な都市生活が展開されている。 

市内で最も有名な地区の一つが旧市街「ガムラスタン」である。ここには 13世紀から続く中

世の街並みが色濃く残っており、狭い石畳の路地、歴史的な建物、そして王宮が立ち並ぶ景観

は観光客を惹きつけてやまない。カラフルに塗られたファサードや趣あるカフェは、ストック

ホルムの象徴的風景の一部となっている。 

一方、中心部から少し離れると、モダンな建築や環境に配慮した都市デザインが目立つ。高

層ビルが林立する中でも、近代建築と自然との調和が意識されている。住宅街には機能的でシ

ンプルな北欧デザインが取り入れられ、都市の景観は全体として落ち着いた印象を与えてい

る。また、港湾エリアや新興地区では、水辺と建築が一体となった開放的な空間が整備されて

おり、散歩やサイクリングを楽しむ市民の姿が多く見られる。 

近年、ストックホルムの街中では電動キックボードの利用が急速に広がっている。専用アプ

リ(voi.や Lime など)で簡単にレンタルできるため、通勤や観光の移動手段として人気を集めて

いる。特に若者や留学生にとっては手軽で便利な交通手段であり、街中の移動風景の一部とし

て定着しつつある。ただし、歩道や自転車道での走行

ルールが議論されるなど、都市としての新たな課題も

抱えている。 

図3-6-1a. 街中のレンタルキックボード 図3-6-1b. 実際に体験するメンバー 
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最後に、ストックホルムならではの文化的景観として注目されるのが地下鉄の駅アートであ

る。全長 100K.M.以上に及ぶ地下鉄路線のうち、90以上の駅がアート作品として装飾されてお

り、「世界一長い美術館」とも呼ばれる。ガムラスタンの歴史的街並みとは対照的に、地下鉄駅

では現代的で多彩な芸術表現が展開されている。青一色の壁画が印象的な「T-Centralen」や、

洞窟のような岩肌を活かしたデザインなど、駅ごとに異なるテーマがあり、通勤や観光の移動

そのものが芸術鑑賞の体験となっている。 

 

図 3-6-1c T-Centralen駅と訪れたメンバー 

(文責:生命理工学院 生命理工学系/B2/ I.K. ) 

  

3-6-2. リンシェーピン 

 リンシェーピン(Linköping)は、ストックホ

ルムから南西に約 200K.M.離れた都市であ

り、スウェーデンの国鉄である SJの鉄道を

利用して 1時間半ほどでアクセスできる。人

口は約 16.5万人(2025年発表)であり、マル

モー(Malmö)やウプサラ(Uppsala)などの都市

に続きスウェーデンで第 5位の規模を誇る。

2020年に発表された約 16万人から着実に人

口を増やしており、スウェーデンで最も成長

の早い都市の一つと言われている。 

 リンシェーピンは 1100年ごろからスウェ

ーデンの中で比較的大きな教区であった。1251年に当時のスウェーデン国王であるヴァルデマ

ール 1世の戴冠式に伴ってリンシェーピン大聖堂が現在のような形に増改築され、その後も 17

世紀初頭の宗教改革まで歴史にたびたび登場する都市であった。1937年に航空機製造を行う

SAABが創業してからは街が大きく発展し、現在では航空機産業だけでなくソフトウェア産業に

図3-6-2. リンシェーピン大聖堂 



18 

 

おいても中心的な立ち位置を確立している。町の郊外にメインキャンパスを置くリンシェーピ

ン大学は、1975年にスウェーデンで 6番目の大学として設立され、産学連携などを通じて特に

IT 関連のスタートアップを数多く輩出している。 

(文責:物質理工学院 材料系/B3/ K.S.) 

 

4. 訪問先の詳細 

4-1. スウェーデン王立工科大学(KTH) について 

4-1-1. キャンパスの概要 

スウェーデン王立工科大学(KTH Royal Institute of 

Technology、以下、KTH )は、1827年に設立された

スウェーデン最大の工科大学である。今回の研修で

我々が訪れた本キャンパスは、スウェーデンの首都

ストックホルムの北部に位置し、このほかに 4つの

キャンパスを有している。キャンパス内の建物は、

多くが赤レンガで統一された造りになっていた。ど

の建物も北欧の歴史を感じる美しいものであった

が、特に印象に残ったのは入り口近くにある図書館

(図 4-1-1)である。この図書館は、古い赤レンガ造りの建物を増築して作られた建物である。学

生の学習スペースも多く設けられているほか、エントランスでは天井の窓ガラスから光が差し

込むというとても美しい空間が存在していた。教育課程は、3年制学士課程、2年制修士課程、

4年制博士課程の 3課程が存在していて、学士課程はスウェーデン語で、修士課程以降では英語

で授業が行われる。現地の学生は、学士課程と修士課程の 5年間の工学教育を受けたのち、博

士課程に進学するかを決定する。また、KTH は秋学期と春学期のセメスター制を導入している

が、1学期を 2つのピリオドに分け、授業期間後に試験を行うというスケジュールを組んでい

る。そのため、実際は 2学期クォーター制で授業や研究が行われていると言える。 

KTH は、世界中から多くの留学生を受け入れるだけではなく、留学生へ手厚いサポートも行

っている。留学生は、キャンパスに到着すると大学やキャンパスについての紹介を受けるこ

と、スウェーデン語や英語のプレセッションコースに応募すること、メンターによる履修登録

などの IT 面のサポートを受けることが可能である。また、KTH には TH.S. (Student Union at 

KTH) と呼ばれる学生が運営する学生組合が存在し、様々なイベントを企画している。留学生も

この組合の一員としてイベントに参加することが可能であり、現地学生だけではなく留学生も

充実した学生生活を送れるようなシステムがあることがわかる。 

図 4-1-1. KTHの図書館 
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4-1-2. 学生交流 

 研修 4日目に、調亜希子先生による”Japanese for 

Engineers” (日本語の授業)の講義を現地の学生ととも

に受ける機会が設けられた。この講義を受講している

学生が日本語を学ぶ理由は、将来日本に留学したいか

ら、家族が日本人であるから、日本の文化が好きだか

らなど様々であったが、学生は皆、日本語を熱心に学

んでいた。中には日本語能力試験の最上位である N1

レベルに合格した学生もおり、この交流は英語力やコ

ミュニケーション力の向上を目指す私たちにとって非

常に刺激的なものであった。私たちが現地学生ととも

に受講した回の講義は、日本語の発音を学ぶ内容であった。現地学生 1人と科学大生 2人ほど

でグループを組み、日本語の発音を学ぶ際に必要となる「モーラ」や「ピッチ」について学習

した。特にピッチは、日本語を母国語とする学生の多い科学大生にとっても、普段意識して会

話をしていないからかやや難しく感じた。 

 また、この授業後に日本語クラスを受講していた

KTH 生とともにレストランでディナーを楽しんだ。こ

こでは、科学大生と KTH 生がお互いの大学生活や日

常生活について英語と日本語で話すことができ、KTH

生との交流が深まるとても充実した時間となった。そ

して、このディナーでは科学大生が考案した日本語の

クイズ大会も催され、クイズに参加してくれた KTH

生に科学大のグッズや日本のお菓子が景品として手渡

された。 

 そして、研修 6日目には、私たちが宿泊したホテル

に KTH 生を招き、照り焼きバーガーと焼きおにぎりを作った。この 2つの料理を選んだ理由

は、比較的簡単に作れ、海外の方にも喜ばれる日本料理を作りたかったからだ。みりんなど日

本独自の食材を見つけるのには少々時間がかかったが、必要な食材は地元のスーパーで買い、

インターネットで調べたメニューを参考にしながら料理を完成させた。KTH 生とともに日本料

理を作り、食べた経験はこの研修の中で特に思い出に残ったイベントの一つである。 

(文責:環境・社会理工学院 融合理工学系/B2/ K.M. )  

 

4-1-3. 研究室訪問 

 今回訪問したのは、KTH( 王立工科大学)の Antonio Cappezza 教授が率いる研究室である。

訪問の冒頭では、事前に送付していた質問に沿って研究内容を丁寧に説明していただいた。特

に「BioResorb プロジェクト」に関する紹介が印象的であった。このプロジェクトは、生体高

分子を利用することで工業の生産性向上と環境保護を同時に実現することを目指しており、単

なる学術的探究にとどまらず、研究の成果を社会に還元する姿勢が強く感じられた。Cappezza

図4-1-2a. Japanese for Engineersの授業 

図 4-1-2b. KTH生とのディナーでの

クイズ大会の様子 
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教授はその中で、「研究は学問的に興味深いだけでなく、社会の役に立ち、環境を守るものでな

ければならない」と語っており、その言葉が強く印象に残った。 

 説明の合間には、その場で出た質問にも快く応じてくださり、専門的な内容であってもかみ

砕いて平易な言葉で説明してくださったため、理解が進みやすかった。教授は終始穏やかな雰

囲気で、学生が質問しやすい環境を意識的に作り出しているように感じられた。また、スライ

ドや実物の資料を交えながら説明してくださったため、研究の全体像だけでなく具体的な進行

状況についても実感を伴って理解できた。さらに、研究室で開発中の素材や研究に用いる機械

も見せていただき、最先端の研究現場を直接体験する貴重な機会となった(図 4-1-3b)。 

研究室の雰囲気にも大きな特徴があっ

た。ラボにはヨーロッパ外からの留学生

も多く在籍しており、多様なバックグラ

ウンドを持つ人々が共に研究していた。

教授と学生の距離も近く、休日には研究

室のメンバーでお祭りに出かけたり、研

究室の公式インスタグラムを運営したり

するなど、研究以外の活動も活発である

ことを知った。こうした取り組みから、

研究室全体に親しみやすくオープンな雰

囲気が感じられ、学生同士も互いに積極

的に意見を交換し合っている様子がうか

がえた。 

今回の訪問を通して、KTH の研究は学術的な先進性と社会的責任を両立させていること、そ

して研究環境が多様で開かれた文化に支えられていることを実感した。 

(文責:環境・社会理工学院/B1/ H.S.) 

 

4-2. リンシェーピン大学(LiU) について 

4-2-1. 概要 

 Linköping大学(以下、LiU) は 1975年に設立された大学であり、学生数は約 44,500人にのぼ

る。教養学部、健康科学部、理工学部、教育科学部の 4つの学部から構成されており、人文科

学から理工学まで幅広い分野を学べる大学となっている。 

大学の中心はリンシェーピン市にある Campus Vallaであり、ここには様々な分野の研究施設

がそろっている。同市内には、リンシェーピン大学病院に隣接する Campus USがあり、医療関

連学部の拠点となっている。さらに、ノルショーピン市にはCampus Norrköpingが、ストック

ホルム近郊にはCampus Lidingöが設置されており、LiU は計 4つのキャンパスを有する大学で

ある。 

私たちは Campus VallaとCampus Norrköping近くに位置する Visualization Center C という

施設を訪問した。 

図4-1-3a. 研究室見学の様子 
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Campus Vallaでは、広大な敷地に低層の建物が

ゆったりと配置されており、開放的な雰囲気が印象

的であった。建物の内装はカラフルで親しみやす

く、学生が快適に過ごせる工夫が随所に見られた。

キャンパス内には自習スペースやグループ学習用の

エリアが豊富に設けられており、実際に多くの学生

が個人で学習に取り組んだり、グループで議論を交

わしたりする様子が見られた。 

Visualization Center C では、科学や環境に関す

る多様なテーマを視覚的に表現した展示が行われて

いた。展示内容は、周辺地域の地図や古代のミイ

ラ、宇宙空間、気候変動、海流の動態など、幅広い

分野にわたっていた。特に印象的であったのは、

3D 映像によるコンテンツであり、生物内部の構造

を視覚的に体験できるものであった。脳のニューロ

ンの働きや体内での酵素反応の過程などが立体的に

映し出され、まるでプラネタリウムのような空間で

科学的現象を直感的に理解することが可能となって

いた。 

 

4-2-2. 学生交流 

 LiU 訪問 1日目の夜に、LiU の学生と共に BBQ を

行った。BBQ には国際交流に関するサークルに所属し

ている学生や日本語を学んでいる学生、LiU に留学し

ている日本の学生などが参加し、互いに積極的な交流

が行われた。LiU の学生の生活の様子や学習への姿勢

について直接知ることができ、有意義な時間となっ

た。 

訪問 2日目には、日本および東京科学大学に関して

プレゼンテーションを行った後、レクリエーションを

交えた交流の場が設けられた。レクリエーションとし

て、箸でビーズをつかむミニゲームを実施したとこ

ろ、日本文化に興味のある学生が多く集まっていたこ

ともあり、箸の扱いに慣れている学生が多く驚かされ

た。さらに、持参した日本のお菓子を通じて、現地の

学生との会話が生まれ、交流がより深まった。茶道の

経験をもつ学生が抹茶を点ててふるまう場面もあり、

日本文化を多角的に紹介する機会となったように感じ

図 4-2-1a. Campus Vallaで学習する学生 

図 4-2-1b. Visualization Center C の展示 

図 4-2-2a. BBQ 会場で交流する学生 

図 4-2-2b. プレゼンテーションの様子 
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た。 

(文責:生命理工学院 生命理工学系/B2/ K.M. ) 

 

4-2-3. 講義の概要 

「Student Innovation by LiU 」と「Circular Business in 

Sweden」という2つのテーマで講義をしていただいた。今

回は、前者について取り上げる。 

「Student Innovation by LiU 」では、企業に対するコン

サルティング会社 Almi  East Sweden AB社のCEOである

Malin Karlsson氏から、学生によるイノベーションについ

て説明していただいた。起業家に必要な能力や起業のプロ

セスである、顧客のニーズを特定して市場や競合を分析す

る「NABC (Need, Approach, Benefits, Competition)」モデ

ルなどが紹介された。また2024年の実績として、3,000人の学生から140のアイデアが生まれ、

最終的に7つの会社が設立されたという具体的な数字が示され、LiUの学生支援が活発に行われ

ていることが分かった。 

 

4-2-4. 研究室訪問 

Engineering Material Lab ( K.M. AT -Lab)と

Cyber Securityの研究室を見学した。今回は、前者

について取り上げる。 

K.M. AT -Labは、材料の力学特性や組織解析に

関する幅広い実験・解析が可能な研究室である。

見学では、材料の強度や破壊挙動を精密に評価す

るための引張試験や振動試験といった機械的試験

の設備があることを知った。 

また、破壊後の試料を詳細に分析するための光

学顕微鏡や走査型電子顕微鏡(SEM)も見学でき

た。このように K.M. AT -Lab では、材料の特性を

多角的に明らかにする研究が行われており、非常に体系的かつ充実した研究環境であると感じ

た。 

(文責:生命理工学院 生命理工学系/B4/ K.S.) 

 

図4-2-3. 講義の様子 

図4-2-4. KMAT-Labの様子 
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4-3. アトラスコプコ社について 

4-3-1. 会社概要 

社名:Atlas Copco Group(アトラス・コプコ・グル

ープ) 

創業:1873年(スウェーデン・ストックホルム) 

本社所在地:Nacka, Sweden 

従業員数:約 50,000人(2024年時点) 

事業内容:産業機器の製造・開発 

グローバル展開:180カ国以上に顧客基盤を持つグ

ローバル企業 

 

4-3-2. 企業理念(Vision・Mission・Purpose) 

Vision(ビジョン) 

“First in Mind – First in Choice” 

→顧客にとって「最初に思い浮かび、最初に選ばれる存在」になること。 

Mission(ミッション) 

“Achieve sustainable, profitable growth” 

→持続可能で利益ある成長を目指し、社会・環境への責任と多様性を重視。 

Purpose(存在意義) 

“To develop ideas and technologies that empower our customers to grow and drive society 

forward.” 

→顧客の成長と社会の前進を支える技術革新を通じて、未来を変革する。 

 

4-3-3. 主な取り組み・技術分野 

コンプレッサー(主力分野)  

空気圧縮機(スクリュー式・遠心式など)の開発・提供 

サステナビリティ(持続可能性) 

エネルギー効率の高い製品の開発(CO₂排出削減) 

デジタル化とスマート化 

IoT を活用したスマートコンプレッサー(稼働データの可視化・予知保全) 

多様性・人材開発 

ダイバーシティ＆インクルージョン(D&I )の推進 

 

4-3-4. 訪問を通して感じたこと 

今回の訪問では、Atlas Copco社の副社長自らが社内の施設を案内してくださった。グロー

バル企業であるにもかかわらず、来訪者に対してこのように丁寧な対応をしていただいたこと

図4-3a. 本社正面 
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に、同社のホスピタリティと開かれた社風を感じた。 

案内の中でまず印象的だったのは、社内の共通言語として英語が使われていた点である。多

国籍な社員が在籍していることから、社内掲示物や説明もすべて英語で統一されていた。これ

は、異なるバックグラウンドを持つ人々が協働するための基盤を整え、誰もが参加しやすい環

境を作るという意志の表れであると感じた。 

また、社員同士の距離が非常に近く、フラットな組織文化が築かれていることが伝わってき

た。年齢や役職に関係なく、誰とでも気軽に会話や相談ができる雰囲気があり、それが職場全

体に活気と創造性をもたらしているように思われた。実際、現場からの改善提案が日常的に行

われていることも紹介され、社員一人ひとりの主体性が尊重されていることが伺えた。 

同社の製品は現在、180以上の国や地域で使用されているとの説明もあり、その圧倒的なグ

ローバル展開に驚かされた。それだけの市場を支えるためには、各国のニーズを正確に把握

し、柔軟に対応する能力が不可欠である。実際、Atlas Copcoでは「顧客のニーズに応えるこ

とが最も重要である」と強調されており、その姿勢が企業活動の中核を成していると感じた。 

施設内の安全に対する配慮も徹底されていた。例えば図 4-3bの製

品は作業者が工具を扱う際に指を保護するためのプロテクターが設

置されており、怪我を未然に防ぐ工夫が随所に見られた。こうした

安全への意識の高さは、単なる企業方針ではなく、現場レベルで実

践されている文化であると理解した。 

最後に、案内の中で繰り返し用いられていた言葉が「Close 

people, close products, close customers」であった。これは、社員同

士の距離の近さが良い製品づくりにつながり、その姿勢が顧客との

信頼関係にも反映されるという考え方である。企業としてのビジョ

ン・ミッションだけでなく、日々の業務の中にその理念が根付いて

いる点に、非常に深い感銘を受けた。 

(文責:工学院 経営工学系/B3/ S.K.) 

 

4-4. ストックホルム建築物訪問について 

自由時間内に、市庁舎/ 大聖堂/ノーベ

ル博物館 /ドロットニングホルム宮殿等

の建築物を訪問した。どの建築物も日本

とは全く異なる雰囲気を持っていて興味

深かった。この中から市庁舎を取り上げ

て詳しく説明する。 

 

図4-3b 製品の紹介 

図4-4a. ドロットニングホルム宮殿  図4-4b. ノーベル博物館 
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4-4-1. 市庁舎-Stadshuset 

ストックホルム市庁舎は、

ラグナル・エストベリ

(Ragnar Östberg)によって

1923年(ストックホルム市建

都 700年記念)に建設され

た。現在でも市議会の会議場

として使用されているだけで

なく、毎年ノーベル賞授賞式

の晩餐会が行われる場所とし

ても広く知られている。メー

ラレン湖に面しており、優美

で厳粛な雰囲気を漂わせなが

ら、国内外から訪れる多くの

人々を魅了し続けている。内部を見学するにはガイドツア

ーへの参加が必須であるため、事前にインターネットで予

約手続きを行ってから訪問した。 

 

1) 青の間-Blå hallen 

最初に案内されたのは、毎年 12月 10日に開催さ

れるノーベル賞受賞祝賀晩餐会の会場である「青の

間」であった。重厚感のある赤レンガの壁と、窓か

ら差し込むやわらかな光のコントラストが非常に美

しく、厳かな雰囲気の中にも天井の高さによる開放

感が感じられた。名称とは裏腹に青い要素はなく、

これについてガイドから説明を受けた。もともとは

壁を青く塗る予定だったが、赤レンガの美しさが際

立っていたため、そのまま残すことになったという。また、階段はデザイン性に優れるだけで

なく、歩きにくい靴を履いた女性でも上り下りしやすいよう配慮して設計されているとの説明

もあった。 

 

  

図4-4-1a. 市庁舎の外観  

図4-4-1b. 市庁舎の中庭  

図4-4-1c. 対岸からの市庁舎  

図4-4-1.1) 青の間  
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2) 市議会議事堂 

次に案内されたのは「市議会議事

堂」であった。壁一面に赤レンガが

広がる「青の間」とは対照的に、天

井には木材をふんだんに用いた力強

い梁組みが施されており、その迫力

に息を呑んだ。議員の男女比は 47対

53と女性がやや上回っているとの説

明を受けた。女性議員が男性より多

いという事実は、日本の政治状況と

比べると非常に対照的で、強い驚き

を覚えた。 

 

3) 黄金の間- Gyllene salen 

「黄金の間」は、1800万枚もの金色

のモザイクで装飾された壮麗な空間であ

り、その豪華絢爛さには圧倒された。壁

一面を覆うきらめくモザイクは、光の反

射によって輝きを変え、まるで神秘的な

世界に包まれているかのような雰囲気を

醸し出していた。壁にはスウェーデンの

歴史や神話を題材とした多くの絵が描か

れており、国の伝統や文化を象徴する場

として強い存在感を放っていた。煌びや

かな装飾と歴史的背景が調和したこの空

間は、市庁舎の中でも特に心に残る場所

となった。 

(文責:環境・社会理工学院 建築学系/B3/ M.M. ) 

 

4-5. 学外での学生との交流 

 学校以外でも、多くの行事を通じて東京科学大学の学生とスウェーデン王立工科大学(KTH )

およびリンショーピング大学(LiU )の学生との交流が生まれた。主な催しは、KTH 学生のマテ

ィアスが主催したディナーパーティー、東京科学大学の学生が開催した共同料理イベント、LiU

でのバーベキューパーティー、各チャプターやクラブ活動の訪問である。 

4-5-1 ディナーパーティー 

 8月 28日、KTH 学生のマティアスがレストラン Lilla Hasselbacken にて約 40名が参加する

図4-4-1.2)a 市議会議事堂の内観  

図4-4-1.2)b 議員用の机  

図4-4-1.3)a 黄金の間の内観 

図4-4-1.3)b 壁画  

図4-4-1.3)c 壁画詳細  
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ディナーパーティーを開催した。参加者は東京科学大学の学生のほか、スウェーデン語を学ぶ

KTH 学生、スウェーデン留学中の東京大学・大阪大学・東京科学大学の学生であった。会の

間、日瑞の学生生活の違いを比較し、KTH にいる日本人学生に留学の動機や助言を尋ねる場と

なり、スウェーデンの伝統的なミートボールを共に楽しんだ。 

 中盤には日本語の複合語や和製英語に関するクイズを企画した。「沼る」や「ペーパードライ

バー」といった、日常的には使われるものの語形が外国人学習者には意味を取りにくい語が出

題された。KTH の出場者は非常に優秀な成績を示し、東京科学大学からの記念品が贈られた。

クイズの後、茶道部の学生が抹茶を点てて KTH の学生に振る舞い、多くの学生が点てる過程を

撮影した。その後、デザートを楽しみながら交流を続けた。 

 このディナーパーティーは KTH 学生やスウェーデンでの生活に関する理解を深め、多くの友

情を育んだ。締めとして日本の曲「上を向いて歩こう」を全員で合唱して終了した。 

  

図4-5-1a. ディナーパーティーの様子    図4-5-1b. クイズ受賞者 

4-5-2  KTH 生との共同料理イベントと LiU でのバーベキューパーティー 

 8月 30日、私たちは KTH 学生をホテルに招き、照り焼きチキンバーガーとおにぎりを一緒

に作った。参加した KTH 学生は多様な背景を持ち、食文化についての意見交換が活発であっ

た。白米の調理法に関する話題では、日本の白米とは異なり、リゾットのようにクリーミーな

料理やパエリアのようなライスが既に調味した料理があることが共有された。ある KTH 学生は

鶏肉の宗教的制約があったため、代わりに照り焼きソースでチーズを焼いて提供した。調理後

はラウンジに集まり、各地域の好みや食習慣についてさらに交流を行った。 

 9月 1日、リンショーピング大学の学生が屋外でのバーベキューパーティーに招いてくれた。

提供される食べ物の種類は多くなかった(ホットドッグ)が、学生間で話される言語の多様さは際

立っていた。多くの学生に対してなぜ東アジアの言語を学ぶことにしたのかを尋ねたところ、

回答は様々であったが、いずれも「他者とコミュニケーションを取りたい」という動機に帰着

した。多様性を受け入れる姿勢はホットドッグのソーセージの種類にも表れており、豚・鶏・

ベジタリアンの選択肢が用意され、多くの参加者が楽しめるよう配慮されていた。 
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図 4-5-2. 共同料理を楽しむ学生たち 

4-5-3 チャプターと部活見学 

 9月 3日、KTH の学生 Leonの案内で Kemisektionen(化学のチャプター)を訪問した。これは

KTH における化学・バイオテクノロジー系学生のためのチャプターである。このチャプターの

代表は KTH におけるチャプター文化について紹介し、同分野の学生同士が交流するための取り

組みを説明した。一例として新入生のアイスブレイクでは、グループごとに一名の上級生がこ

っそり混ざり、その上級生を見つけ出す過程で新入生同士が自然にコミュニケーションを取る

仕組みがあると述べた。もう一つの例は週一回のチャプターバーであり、チャプターが安価な

食事や飲み物を提供して交流の場を作っている。大学側が資金を提供しないためチャプター自

身で収支管理を行う必要があるが、運営者の一部はこれをビジネス演習と捉え、チャプターは

経済的にも比較的うまくやっているとのことであった。東京科学大学の学生の一部は 9月 4日

と 5日の夜にチャプターバーを訪問した。 
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図 4-5-3a. Kemisektionenの紹介 

 9月 4日の夜には一部のメンバーがバレーボールクラブの活動を見学した。クラブのリーダー

は流暢な日本語で対応し、異なるレベルの参加者に合わせる工夫や他大学との連携方法を紹介

した。化学のチャプターとバレーボールクラブに共通して見られた点は、リーダーとメンバー

の間に厳密な序列が存在しないことである。リーダーは主にチャプターやクラブ活動への情熱

と事務処理への熟練さによって選ばれている。 

 

図 4-5-3b. バレーボールクラブの様子 
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図 4-5-3c. チャプターバーの様子 

 これら多数の学外活動を通じ、課外活動や食文化、考え方について相互に学び合う機会が得

られた。共通点を発見し、より深い友情を築くことができた。今後も、これらの経験は多様性

をより受け入れる姿勢を培う助けとなるであろう。 

(文責:理学院 数学系/B1/ S.Y.) 

 

5. 市内見学訪問先等 

5-1. ガムラスタン(Gamla Stan) 

ガムラスタンは、ストックホルムの旧市街であり、13世紀に都市が始まった歴史的中心地で

ある。いくつかの島にかけて広がるこの地区では、中世からルネサンス、バロックにかけての

建築様式が美しく混在しており、石畳の狭い路地や色とりどりの外壁をもつ商人の家屋(図 5-

1a)などが昔の面影を残している。私たちは観光案内所が行なっているガイドツアーに参加する

ことができ、ガムラスタンの歴史や建物の特徴について説明を受けながら、街を見て回った。

別日には、中心広場で音楽隊の演奏を見ることもできた。建物のほとんどは保護されていて、
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歴史的な雰囲気を残しつつ、カフェや土産屋などで賑わっている。さらに、ガムラスタンから

は交通カードで乗船できる船が出航しており、夕方には夕焼けを眺めることができた(図 5-

1b)。 

  

 

 

  

 

5-2. スカンセン 

スカンセンは、ユールゴーデン島に位置する野外博物館兼動物園で、1891年に開業した。工

業化以前のスウェーデン各地の生活様式を展示しており、敷地内には古い建物や工房が移築･再

現されている。内部は左回りに巡るのが良いと聞き、まずはガラス工房や家具工房、パン屋や

商店の並ぶ村を訪れた。そこでは当時使われていたものや暮らしを見学するだけでなく、木を

削る作業や活版印刷といった体験をすることができた。古い家々は、鉄分を含んだ赤い塗料で

外壁が塗られ、屋根には土が敷かれ草が生えており、ガムラスタンのガイドツアーで話を聞い

た昔の家の特徴をそのまま見ることができた(図 5-2)。中心部の広場では屋台が並び、音楽に合

わせて来場者が踊っていた。これをよく見ると、男性が音楽に合わせて言葉で指示を出してお

り、それに従いハイタッチや掛け声を交わしながらグループの中で移動していて、面白かっ

た。また、動物園ではヘラジカやトナカイといった北欧らしい動物を間近に見ることができ

た。三時間ほどの滞在では全ては回りきれなかったが、歴史や文化を学びつつのんびりと過ご

せる素晴らしい場所であった。 

図5-1a. 中心広場に面したカラフルな建物  図5-1b. 船からの景色 
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図5-2. 昔ながらの姿の家 

5-3. リンショーピング大聖堂(Linköpings domkyrka) 

リンショーピング大聖堂は、ヨーロッパでの最大級のゴシック建築の大聖堂の一つである。

現在の建物はおよそ 800年の歴史を持ち、改修と増築が繰り返されてきた。実際に大聖堂へ向

かうと、まずその大きさに驚かされた。内部に入ると、天井の高さと連続するヴォールトが壮

大な空間を形づくり、荘厳さを際立てていた。正面左にある講談は、ブルーグレーを基調に金

色の装飾が施され、精巧で美しかった。広大かつ豪華でありながら、静けさのある大聖堂で、

街の象徴としての威厳を感じさられた。 

 

図5-3 連続するヴォールト 

(文責:環境･社会理工学院 建築学系/B4/ H.H. ) 
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6. 所感 

6-1. 環境・社会理工学院/B1/ Z.X. 

今回のスウェーデン短期派遣プログラムを通して、私は多くのことを感じ、学ぶことができ

た。まず最も印象に残っているのは、大学の雰囲気の良さである。授業の合間には 15分ほどの

休憩時間があり、その時間を利用して「fika」と呼ばれるコーヒーブレイクを楽しむ文化が根付

いていた。学生たちがリラックスして会話を楽しんでいる様子を見て、学びと休息のバランス

を大切にしている点がとても素晴らしいと感じた。また、キャンパスの入口近くには学生のレ

ーシングサークルが製作した F1カーが展示されており、学問以外にも自分の好きなことに熱中

できる環境が整っていることを実感した。 

研究室訪問の際に特に印象的だったのは、「研究成果は大学ではなく研究者個人に帰属する」

という話である。スウェーデンの研究文化は個人を尊重しつつ自由度が高いという点で非常に

魅力的であった。 

空き時間には旧市街を散歩したり、いくつかの博物館を訪れたりした。特に印象に残ってい

るのはヴァーサ博物館である。16世紀に沈没した巨大な船を、何百年もの時を経てほぼ完全な

形で引き揚げたという事実に圧倒された。館内には船の細部まで再現された展示もあり、その

精巧さに感動した。さらに、スウェーデンの学生との交流の中で、一人の KTH 生から「自分の

祖父がヴァーサ号の引き揚げに関わった考古学者であった」と聞き、驚くと同時にスウェーデ

ンの歴史と現在がつながっていることを実感した。このような話を直接聞けたことは非常に貴

重な体験であった。 

大学交流の活動では、現地の学生が非常にフレンドリーで、外国人の私たちに積極的に話し

かけてくれた。授業やイベントの中だけでなく、自由時間にも一緒に行動し、観光スポットや

美味しいレストランを教えてもらった。言葉や文化が違っても、笑顔でコミュニケーションを

取ることで自然に距離が縮まり、友情が生まれることを感じた。 

今回のスウェーデンでの経験は、異文化理解の重要性を改めて認識させるものであった。学

業だけでなく、学生生活や文化、人とのつながりを通して、自分の視野を広げることができ

た。この経験を今後に活かし、積極的に新しいことに挑戦し、多様な人々と関わっていきたい

と考える。 

 

6-2. 環境・社会理工学院/B1/ H.S. 

このプログラムに参加した理由は、将来の海外留学に向けて自分のビジョンを明確にするこ

と、北欧の建築を実際に見て学ぶこと、そして異文化交流によって視野を広げることであっ

た。事前学習で得た知識と現地での体験を照らし合わせるなかで、多くの学びを得ることがで

きた。 

 特に印象に残ったのは、一緒に参加した科学大生の積極的な姿勢である。講義中に率先して
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質問したり、グループ活動でリーダーシップを発揮したりする姿を間近で見て、自分も能動的

に行動しようと刺激を受けた。授業では学生からの質問が盛んで、教授も問いかけを重ねなが

ら理解を確認しており、間違いを恐れず発言できる雰囲気があった。この姿勢は自分にとって

大きな学びとなった。また、普段は交流の少ない他学院の学生と将来の進路や留学への考えを

共有できたことも、自分の視野を広げる貴重な機会となった。 

 建築に関しては、自然と調和したデザインに加え、都市や大学のスケール感の大きさに驚か

された。広い道や建物、交通機関の設計は、日本との土地利用の違いを実感させるものであっ

た。さらに、古い建物を活用し続け、住居や大使館、大学キャンパスなどに組み込んでいる街

並みにも感銘を受けた。観光用として保存されるのではなく、日常生活の中に歴史的建築が溶

け込んでいる点から、文化と環境の双方を大切にするスウェーデンの価値観を強く感じた。 

 一方で、自身の語学面での課題も明らかになった。街中ではスウェーデン語の存在感が大き

く、英語が共通言語として広く通じる一方で、思うように自分の考えを伝えられない場面もあ

った。海外で学び現地の人々と深く関わるためには、英語力をさらに高める必要があると痛感

した。 

 今回の研修で得た学びは、今後の大学生活や将来のキャリアに直結すると感じている。授業

や課外活動の場で間違いを恐れず発言する姿勢を取り入れ、より主体的に学びを深めたい。ま

た、多様な背景を持つ人々との交流の重要性を改めて認識し、将来的には留学や国際的な研究

プロジェクトに挑戦したい。 

 

6-3. 理学院/B1/ S.Y. 

 今回のプログラムの経験から意識したことは、他の日本人学生と小話を始めることができる

という点である。東京科学大学での最初の学期中、同じユニットの他の学生と仲良くなったに

もかかわらず、彼らの日常会話の約 20%しか理解できず、急速に変わる話題についていけない

ことが多かった。このプログラムでは、他の日本人学生と話す機会がたくさんあり、その過程

で、適切なタイミングで話題を提起すれば、最初に思っていた以上に多くを話し、理解できる

ことに気づいた。 

 また、スウェーデンのライフスタイルを体験した。全体的に、スウェーデンの人々は日本人

よりもリラックスしており、自然やカフェでの多様な活動を通じて人生を最大限に楽しむ傾向

がある。この態度は、国の高い福祉制度から生まれたものであり、市民がより快適に生活でき

るようになっている。一方で、この制度は失敗に対する寛容さを持ち、一部のスウェーデン人

が起業に挑戦することを促す要因にもなっている。 

 また、持続可能性を目指す多くのスウェーデンの実践や努力を観察した。Capezza教授の研究

室での持続可能な生産、大学や企業におけるジェンダー平等、そして Science Houseのような質

の高い教育的取り組みがその例である。これらの取り組みは、次の世代のために明るい未来を

創造することを目指しており、私は日本人や中国人にも同様の価値観が反映されていると感じ

ている。 

 KTH の学生と話しているとき、彼は私に質問をした。マスメディアはしばしば中国を対立者
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として描き、スウェーデン人と中国人の違いを強調するが、なぜ KTH の中国人学生や私自身

は、同じように平和的で、のんびりしていて、会話にオープンなのか？私の考えは、世界の

人々は十分に似た特性を共有しており、それによって対話が成立するというものである。それ

にもかかわらず、私たちは人工的に作られた偏見によって分断されている。私の場合、他の日

本人学生との関係においては、コミュニケーションを取ろうとする意欲が交流を生み出す要因

となっている。 

 世界中の問題がますますグローバル化し、相互に関連していく中で、私たちの解決策もまた

そうでなければならない。世界中の他者の考えを理解しようとするオープンマインドは、今後

の課題を解決するために重要である。今後も、私は世界のアイデアに対して受容的であり続

け、グローバルなコミュニケーションを追求し続けるつもりである。 

 

6-4. 生命理工学院 生命理工学系/B2/ K.M.  

私がこの研修に参加しようと思った理由は①海外がどんなところか知りたい②海外の大学を

見たい③海外の学生と交流したい④自分の語学力を試したい⑤長期留学含め将来について考え

るきっかけにしたい の 5つであった。端的に言えば、この研修で全て達成でき、加えて一緒に

研修に参加した学生からも刺激を受け、自分が想像していたよりもたくさんのことを得られた

ように思う。 

 海外も海外の大学も思っていたよりも日本と同じだった。私は約 20年間日本に居続けていた

せいで、海外に対して広大なイメージを持ちすぎていたのかもしれないと思った。私の想像よ

りも、海外は身近なものだった。海外の学生も日本の学生と同じで、熱心に勉強に取り組む普

通の大学生だった。少しシャイで、でも質問したことや自分の興味のあることについてはたく

さん話してくれた。 

 語学力に関して、私は研修中に言いたいことがぱっと言えずもどかしい思いをすることが多

かった。スウェーデンの学生は英語が第一言語ではないにも関わらず、流暢に話しており、そ

の上さらに日本語やそのほかの言語を学んでいる学生もいて、自身の英語や第二外国語への取

り組み方を振り返るきっかけになった。 

 私は今まで留学について具体的なイメージを持てておらず、長期留学を現実的な選択肢とし

て考えたことがなかったが、この研修で留学している学生と交流したことで、自分の将来につ

いて考えるようになった。留学に関していい面も悪い面も見えて、そのうえで長期留学を将来

の選択肢の 1つとしてとらえるようになった。 

 留学なんて行かない方が楽だし、日本でも学べることはたくさんあると思う。それでも、今

回このプログラムに参加したことで、得られた気づきは私の中ではとても大きいものだった。

大学生活は忙しいけど、その中であえて時間をつくって海外に出たからこそ、今回の研修は私

の人生の糧になったし、将来の選択肢を広げるきっかけにもなったと感じている。 
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6-5. 環境・社会理工学院 融合理工学系/B2/ K.M.  

私にとってこのプログラムへの参加は、大学に入学してから一番と言えるくらい沢山の学び

を得た経験となった。 

私は、高校生の頃から大学での長期留学を希望しており、この大学に進学したのも留学支援

やプログラムが豊富であることが決め手の一つだった。入学後、スウェーデン王立工科大学

(KTH) が派遣交換留学で人気であると知り、スウェーデンに興味を持つようになった。そし

て、今回のプログラムではスウェーデンについて学べるほか、KTH などで学生交流や研究室訪

問ができると知り、参加を決めた。 

実際に参加してみて、印象に残ったことは多くある。 

まず、スウェーデンには日本よりも心理的な余裕をもって暮らす人が多いように感じた。こ

れは、自然の豊かさやプライベートの時間を大切にする文化、そしてフィーカの文化があるこ

とに起因すると思った。首都ストックホルムは、街と水と緑が共存している空間で、自然に囲

まれて暮らす日常があるスウェーデンの人々に少し羨ましさを感じた。また、スウェーデンで

は街を歩いていると子供連れの家族を見る機会が日本よりも圧倒的に多かった。これは、手厚

い育児支援制度の効果であるとも言えるが、男女関係なく育児などのプライベートの時間を大

切にする考えを多くの人が持っているからではないかと感じた。そして、フィーカは単なる休

憩ではなく、仕事や授業にメリハリをつけ効率的に時間を過ごすための大切な文化である。私

は、訪問先の大学でフィーカを体験して、スウェーデンの人々は心身をリフレッシュさせるこ

とで仕事漬けにならずにプライベートの時間を大切にできているのではないかと感じた。 

また、学生交流では今後に活かしていきたい多くの刺激を貰った。現地の学生は将来挑戦し

たいことが明確で、行動力にあふれていた。高校卒業後すぐに大学進学せず、1年ほど旅行やア

ルバイトなどを経験するスウェーデンの文化が、失敗を恐れない姿勢につながっているのでは

ないかと思った。さらに、共にこのプログラムに参加した科学大生とも多くの交流を重ね、そ

れぞれが様々な想いを持っていることを知り、自分ももっと行動しようという気持ちになっ

た。 

当初は現地生活などに不安もあったが、約 2週間の滞在は短く感じるほど充実していた。こ

の経験を今後の長期留学に活かすとともに、新たな挑戦の際に自ら行動できる力へと繋げてい

きたい。 

 

6-6. 環境・社会理工学院 融合理工学系/B2/ Y.R. 

スウェーデンを選んだ理由は、昔から北欧に憧れがあったことに加え、英語の環境に入って

実際に練習したいと思ったからだ。日本にいるとどうしても試験のために勉強することが多い

が、現地で暮らすことで本当に使える英語を学びたいと考えた。 

実際に来てみると、街はすごくきれいで落ち着いた雰囲気があった。特に建物が本当に美し

く、古い建物がしっかり修繕されながら残されているのを見て、歴史の重みを感じた。自分は
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もともと歴史に強い興味があったわけではないが、博物館や宮殿を訪れてみると、デザインや

展示が素晴らしくて自然と説明を読むのに夢中になった。何百年も前にこんな建築を造った

人々の力を思うと、ただただ圧倒された。 

大学や研究室の雰囲気は自由で、現地の学生との交流はとても温かかった。英語で一生懸命

話すと相手はちゃんと理解してくれて、それだけで嬉しかった。しかしもっと上手く話せれ

ば、関係をもっと深められる上に、もっと面白い話題でもっと盛り上がれるはずだと強く感じ

た。だからこそ、もっと英語を勉強して上達したいという気持ちが大きくなった。言語はテス

トのためじゃなく、人と人とをつなぐ橋なのだと実感した。 

生活面では、スウェーデンの「fika」という文化がとても好きになった。仕事や勉強の合間に

コーヒーやお菓子を囲んでゆったり休む時間があって、すごく人間らしい豊かさを感じた。コ

ーヒーは毎日のように飲んで、パンも本当においしかった。香ばしくて柔らかいパンにチーズ

やバターをのせて食べるのが最高だった。肉団子などの郷土料理もすごく美味しかったし、種

類の多いパンは毎日食べても飽きなかった。甘いデザートは自分にはちょっと甘すぎたが、甘

党の人なら絶対に気に入ると思う。 

また、実際に来る前は治安に少し不安を感じていて、スリなどに備えていろいろ準備をして

いた。しかし、滞在中に印象に残る出来事があった。友人と出かけたとき、彼女が店にスマホ

を置き忘れてしまった。後から気づいて自分がそのスマホに電話をかけたら、拾ってくれた人

がすぐに返してくれたのだ。正直驚いたが、その時にスウェーデンの人々の善良さや誠実さを

強く感じた。ただし、もちろん油断せずに、忘れ物や不注意には気をつける必要があるとも学

んだ。 

今回の留学は、自分の視野を大きく広げてくれる経験になった。街の美しさや歴史、文化を

体感し、学生や人々との交流を通して、言語やコミュニケーションの本質を実感することがで

きた。将来は長期で留学することも考えており、もっと多くの人にもこういう機会を経験して

ほしいと思う。自分にとってこの数週間は、間違いなく大きな一歩になった。 

 

6-7. 情報理工学院 情報工学系/B2/ H.M.  

私にとって今回のスウェーデン滞在が初めての海外渡航だったので、個人的な目標として、

英語でスウェーデン人と会話すること、日本との違いを多く見つけることを掲げていた。ここ

では、それらについて特に印象に残ったことを 3つにまとめて書こうと思う。 

一つ目は、スウェーデン人の英語の能力が日本人に比べて非常に高い、という点である。日

本人の第一言語はもちろん日本語、スウェーデン人の第一言語もスウェーデン語なので、両国

ともに英語は第二言語である。しかしスウェーデン人と会話をしていると、どこか余裕のある

話し方をしているな、と感じる場面がよくあった。スーパーの店員や何気なく話しかけた街の

人からも、綺麗な英語が返ってきたのも印象的であった。また、英語の発音にクセがなく聞き

取りやすかったのも鮮明に覚えている。 

二つ目は、街が綺麗である、という点だ。海外に行ったことのなかった身として、海外は日

本よりもごみが散乱しているイメージを持っていたのだが、いざスウェーデンに行ってみると
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そのようなことは全くなかった。その要因となっているのは、街中の至る所に置かれていたゴ

ミ箱だろう。路面電車の駅や信号機の近くなど、大人数が通る場所に重点的に置かれていたの

で、ポイ捨てを試みる人が少ないのではと考えられる。 

三つ目は、道の広さについてである。日本では、自転車に乗る人が歩道を走っても車道を走

っても危険を感じる場面が数多くある。しかしスウェーデンでは、写真のように自転車・電動

スクーターレーンが広く設けられており、歩行者、自動車ともにぶつかることなく移動できる

ようになっている。土地が広く建物が詰まっていないためか電動スクーターの利用率が日本よ

りも高いのも、こうした道路事情に影響を与えているのかもしれない。 

以上が、特に印象に残った 3点である。初めての海外にも関わらず、こんなにも充実した渡

航になったのは、同行してくださった先生方や仲間のおかげである。心から感謝すると共に、

自分のさらなる成長に向け、今回のスウェーデン滞在を今一度振り返ろうと思う。 

 

図 6-7. 道の様子 

 

6-8. 環境・社会理工学院 融合理工学系/B2/ M.S. 

スウェーデンの海外研修に参加した主な理由は、「スウェーデンがなんとなく好きだから」で

あった。中学生の頃にスウェーデンが幸福度ランキング上位にランクインしていることを知

り、北欧の穏やかな印象も相待って、スウェーデンを理想郷のように頭の中で思い描いてい

た。高校生の頃、調べ学習でスウェーデンの食事、文化、風習などいろいろなことを調べ

「Lagom」という言葉を知った。これはスウェーデン語で「ちょうどいい」という意味であ

り、どこか日本の精神と通じているところがあるように感じた。それを踏まえてますますスウ

ェーデンに対する「好き」が募って行った。 

また、大学在学中の留学は常に頭の中にちらついてはいるが「大変そう」「生きていけるか不

安」などという負の感情が合わさっていた。だからこそ、一度自分の目と体で留学するという

ことを体感してみたいという思いがあった。 

よってこの二つを持っていた自分にとって今回の海外研修は絶好の機会であった。そして行
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ってみて、この二つに対しての暫定解を得ることができた。 

まず、スウェーデン理想郷説、に関しては半分本当で半分はそうではないと感じている。街

並みや人の優しさ、人々のワークライフバランスにおいては、非常に素晴らしいと感じた。特

に印象に残っているものとして、House of Scienceのディレクターをしていた教授の「人生で大

切なものは Sustainabilityである」という言葉である。この言葉からも分かる通り、どれだけち

ょうど良さを重視しているかがわかった。半分のそうではないところに関しては、意外とせっ

かちであったり、スーパーが意外と汚かったり、物価が高いと現地の人も嘆いていたり、政治

状況などのことである。ゆったりと動いているのかと思いきや、エスカレーターは歩くのが当

たり前だし、エスカレーター自体の速度も速かった。 

また、学生と関わっていく中で大きく感じたことがある。それは「Lagom」やワークライフ

バランスの考えと、自己実現を目指す「野望」のような意識が自分の中でせめぎ合っているよ

うな印象である。 

また留学に対する不安については、全くもって解消された。学校のサポートや同じ留学生の

仲間もおり、KTH などの大学であれば、見ず知らずの学生もとてもフレンドリーに接してくれ

るため、志さえあれば迷わず飛び込むべきだと確信した。 

一方で、日本、ひいては日本の大学がなんと居心地の良いことかということも身に染みて感

じた。留学に行くことは非常に大きな経験となるが、その間に日本で経験したいこと、日本で

挑戦したいことがあるのだとしたら、迷うことなく留学を選択する、というわけではなく、そ

れらを天秤にかけて選択することにしようと考えている。 

 

6-9. 生命理工学院 生命理工学系/B2/ I.K.  

私は海外でのアカデミックコミュニケーションを実践してみたいと思い、このプログラムに

参加した。性別や人種を気にせず、自由に議論できる環境に身を置くことは、大学生活の一つ

の夢であった。日本の大学では、授業中でさえ同性同士で自然と固まってしまったり、異性と

議論していると周囲の視線が気になったり、留学生との交流が難しいと感じたりする場面があ

り、学問の場にふさわしくない窮屈さを意識してきた。周囲の友人の受け止め方もさまざま

で、自分の中で折り合いをつけることが難しい状況であった。だからこそ、自分の目で海外の

アカデミックな場の姿を確かめたいと考えていた。 

スウェーデンは性差が少なく、将来を見据えて主体的に学ぶ学生が多い点に魅力を感じてい

た。実際に KTH でアントニオ教授のレクチャーに参加した経験は、私にとって非常に大きなも

のであった。他の研究生がいる中で質問したり、自らディスカッションを始めたりすることは

緊張を伴ったが、それ以上に高揚感が強く、夢見ていた環境に自分がいることを実感した。自

分の問いをきっかけに学生や教授が次々と意見を交わし、その議論の渦中にいられた時間は、

今振り返っても夢のようであった。 

また、Fikaの時間に授業を聴講していた学生と交流する機会があった。性別や出身、専攻な

ど背景は多様であったが、全員がそれぞれの思いを抱え、教授のもとに集まっている姿に強い

感銘を受けた。さらに、アントニオ教授自身が、ベネズエラの海岸で見た光景に衝撃を受け、
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当時の専攻であった金属分野から現在のバイオマテリアル分野へと研究を転じたという話にも

深く心を動かされた。 

今回の経験を通じて、私自身も海外でさまざまな景色を見て、多くのことを感じ、考え、そ

れを自分の中で反芻する過程を大切にしていきたいと思った。そして、人生を変えるような経

験を積み重ねながら、今後の学びや研究に活かしていきたいと強く感じている。 

 

6-10. 工学院 機械系/B2/ U.S. 

アントレプレナーシップが提供する短期派遣プログラムに私が参加した理由は、将来的に行

きたいと思っている長期留学の準備のためである。大学または大学院在学中にアメリカやヨー

ロッパなどの英語圏に 1年程の長期留学を考えている私は、流暢な英語が話され、充実した教

育制度を提供することで知られるスウェーデンのプログラムに参加することを決意した。プロ

グラムが終了した今スウェーデンでの 2週間を振り返ると、スウェーデン現地での学生交流が

最も強く印象に残っている。 

最初は言語も文化も異なるスウェーデンの人々との交流に不安感を覚えていた。コミュニケ

ーションの中で自分の英語が相手に伝わるのか、相手の意図を正しく汲み取れるのか、盛り上

がる話題を提供できるのか、といった心配が大きく、積極的に話しかけに行くことができてい

なかったと思う。この精神的な壁を取り除いてくれたのが現地の学生だった。KTH の学生の 1

人が英語で話しかけてくれたのだ。突然話しかけられたときは緊張のせいでうまく内容が聞き

取れなかったが、”Sorry?” と聞き返すと分かりやすくもう一度説明してくれた。この会話から

スウェーデンの学生は優しくフレンドリーであることが分かった。また、スウェーデン人は流

暢な英語を話すが、彼らにとって英語は第二外国語である。そのため、英語をなかなか聞き取

れない私のことを理解し、同じ内容を何度聞き返しても嫌な顔をせずに繰り返し答えてくれ

る。この経験から必要以上に緊張せずに自然体で話しても問題ないということを学んだ。その

後の学生交流では自分から話しかけに行き、スウェーデンのおすすめスポットはどこか、クラ

ブ活動は何をしているのか、など様々な話題で意見交換ができた。 

スウェーデン現地での学生交流の体験により、異なる言語や文化を持つ人々とのコミュニケ

ーションは恐れるものではなくむしろ歓迎するべきものだという認識を持つことができた。そ

して、外国の人とより濃密な意見交換をするために長期留学がしたいという気持ちが大きくな

った。 

 

6-11. 物質理工学院 材料系/B3/ K.S. 

私が今回の留学を通じて印象に残ったことは 2つある。 

1つ目は、学生が大学とは独立した組織を持っているということである。今回、私たちは

KTH とリンシェーピン大学を訪問したが、どちらの大学にも student union と呼ばれる団体が

あり、大学における学生生活がより良くなるよう活動していた。リンシェーピン大学の学生か



41 

 

らは、日本の大学には student union のようなものはないのか、ないのであれば学生生活での不

満はどうしているのかと質問を受けた。私は今まで大学生活に対して思うことがあっても仕方

のないことだと諦めていたため、学生団体を組織して大学生活がより良くなるよう大学に対し

て何かを要求するという考え方が新鮮であった。また、要求を相手に冷静に伝え、自身の環境

を向上させる感覚や技術を身につける必要を強く感じた。 

2つ目は、話題によるコミュニケーション力や英語力の変化についてである。今回のプログラ

ムでは現地の方々と交流する機会として、日本に興味がある学生や日本への留学経験のある学

生との交流と、現地の学生に混ざっての授業の受講や企業訪問があった。前者の交流では、主

な話題が日本や自分にとって身近なものであったこともあり、比較的スムーズに会話できたよ

うに思う。一方後者では、単語や文脈が読み取れず話がうまく理解できないこともあり、会話

や質問を続けることが難しかった。また、自身が伝えたいことをうまく言語化できず、もどか

しい思いもした。過去に英語圏に語学留学をした経験から授業や企業説明についても理解でき

ると自身を過信していたが、実際に経験してみることによって自分の英語力の現状を再確認す

る良い機会になったと同時に、英語力を向上させるモチベーションがより高まった。 

今回の留学を経て、他の国の大学や学生と自身の状況を比較し、現状を再確認すると同時に

語学力や専門の勉強に対するモチベーションを向上させることができた。また、海外に対して

抱いていた漠然とした不安を払拭し将来の選択肢に海外に出るという選択肢が加わった。今回

できた目標に向けて今後も研鑽を積んでいきたい。 

 

6-12. 物質理工学院 材料系/B3/ M.M.  

 今回のスウェーデン短期留学で最も印象に残っているのは、到着して二日目に KTH で学生に

声をかけた体験である。その日はちょうど新入生歓迎行事の初日で、大学全体が活気にあふ

れ、お祭りのような雰囲気が漂っていた。学生たちはそれぞれ個性豊かなオーバーオールを身

に着け、そこには色鮮やかな缶バッジやパッチが所狭しと飾られており、その独特な装いに強

く惹かれた。私は思い切ってその姿が目を引いた学生に友人とともに近づき、話しかけること

にした。到着したばかりで英語に自信がなく緊張していたが、相手は拙い表現を根気強く受け

止め、こちらの意図を汲み取ろうとしてくれた。そのやり取りを通して「現地の学生と直接交

流する」喜びを実感するとともに、言語の壁を恐れず挑戦する大切さを学んだ。プログラムを

通じた交流は、日本や私たちに関心を持つ学生との対話が多かったが、偶然出会った学生との

自然な会話は、よりリアルな文化接触の機会となった。そして、この出来事を契機に英語で話

すことへの抵抗感が薄れ、その後の二週間で積極的に多くの人と関わることができた。 

 加えて、現地で暮らす日本人との出会いも忘れがたい経験となった。私は以前から長期留学

に憧れがありながらも、経済的な負担や就職活動の時期と重なることを理由に実現は難しいと

考えていた。しかし、実際にスウェーデンで学ぶ学生から奨学金制度や生活の工夫を直接聞い

たことで、諦めるには早いと気づかされた。今後は利用可能な支援制度を調べ、再び長期留学

に挑戦する可能性を探りたいと思うようになった。また、現地で起業された方から国際的に働

く視点の重要性を学び、将来は海外で活動できる職業に就く、あるいはグローバルに展開して
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いる企業で力を発揮したいという新たな目標も芽生えた。 

 二週間という限られた期間では、自身の専門分野や今後深めたい学問領域を掘り下げること

はできなかった。それでも、今回の留学は将来を考える上で大きな転機となったと感じてい

る。この経験を単なる思い出にとどめるのではなく、自らの進路を切り拓く糧として必ず活か

していきたい。 

 

6-13. 環境・社会理工学院 融合理工学系/B3/ M.A.  

この超短期留学を経験するまで、スウェーデンの人々の見た目、言語、国の場所まで、ほと

んど何も知らなかった。事前学習で最低限の知識を身につけたものの、不安いっぱいのスター

トだった。二週間過ごす中で、スウェーデンでの暮らしについて、予想通りだったことと意外

だったことがいくつかあった。事前学習で、スウェーデンは自然と共存し、フィーカを通して

コミュニケーションやリラックスする時間の多いのんびりした過ごしやすい国、という印象を

持っていた。予想通り、街の中に自然は豊かで美しく、甘いお菓子と美味しいコーヒーを味わ

えるフィーカは素晴らしかった。特にフィーカは、仕事や勉強の合間にリラックスでき、メリ

ハリをつけて取り組むという意味でも予想以上に好印象を抱いた。一方で、スウェーデンの

人々がそんなにのんびりした国民性ではないのかもしれない、という風にも感じた。例えば、

スウェーデンのエスカレーターは日本のものより速く、スーツケースを持っている時には乗り

降りに緊張した。また、街並みはカラフルでとても美しかったが、バリアフリーという点では

優れているとは言い難い。地面は石畳で、スーツケースを持っての移動はとても大変だった。 

 今回の留学を通して、決してスウェーデンに対して悪印象を受けたという訳ではなく、スウ

ェーデンという国を知り、自身の知見を広げることができた良い機会だったと思う。日本と比

べて自然が豊かで、国全体として古くからの街並みが残っている一方で、日本で過ごすよりバ

リアの多さや忙しなさを感じる場面も多かった。現地で暮らす方々の話を聞く中で、他国の人

がスウェーデンで就職する難しさも知った。ギャップを感じるということは、自分の知見が狭

いということだと思う。国を知り、人々を知り、自分の世界をさらに広げる必要があると強く

感じた。その第一歩として、英語力の向上が欠かせないと心から思った。二週間、英語に苦し

み、自分の未熟さを痛感した。英語力の課題を痛感したからこそ、今後の努力の方向性が明確

になった。自分の世界と可能性を広げるために、これからも努力し続けたい。 

 

6-14. 工学院 経営工学系/B3/ T.K.  

 私は今まで海外に行ったことがなかったため、海外に行って実際に英語を使ってみたいとい

う思いでこの研修に参加した。また、スウェーデンは幸福度が高いことで知られているため、

現地でその理由を体感したいと考えていた。 

 英語について、研修の中ではレストラン等での日常生活でのやりとりや、現地の学生との交

流などで英語を話す機会がたくさんあった。現地で英語を話すときは何としてでも伝えなくて

はいけないという緊張感があったが、実際に会話をしてみると、拙い文章であっても相手が意
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味を汲み取って会話を続けてくれたため、コミュニケーションをとることができた。この経験

から自分の英語で会話ができたという自信が生まれたとともに、まずは勇気を出して話しかけ

てみようという気持ちを持つようになった。一方で、会話をする中で言いたいことを上手く英

語にすることができないというもどかしさも感じた。語彙が少ないことと、言葉を瞬時に思い

出せないことが現在の自分の課題であると思い、これらの解決のために英語の学習を続けて、

伝えることのできる範囲を広げていきたいと思った。 

 幸福度について、いくつかの理由を考えた。まず 1つ目は街に自然が溶け込んでいて、自然

との距離が近いことである。とても栄えている場所に行っても必ず木や花があり、自然を眺め

ながら座れるようなベンチも様々な場所で見つけることができた。移動中などふとした時に自

然が目に入ると気持ちが落ち着くように感じた。2つ目は休むことを大切にしていることであ

る。現地ではお店や施設が閉まる時間が早く、利用者の立場から見ると不便ではないかと感じ

たが、働く人たちはきちんと休む時間があることを意味していると思った。また、フィーカの

文化があり、どこに行ってもコーヒーを飲みながら一息つくことができる環境が整っているこ

とで忙しい中でもリフレッシュができると感じた。 

 今回の研修で英語の能力をはじめとする自分の課題を見つけることができたので、それらを

解決するために日々努力をしたいと感じた。また、様々な経験を持つ人のお話を聞く機会がた

くさんあり、自分が何をしたいのか改めて考えるきっかけになるとともにまずは行動してみよ

うという気持ちが生まれた。加えて、今まで長期の留学は長い間海外にいることに不安があ

り、あまり興味が湧かなかったが、短期間の海外での生活を体験したことで海外での生活に対

する不安が減り、長期の留学も視野に入れて今後の学習を進めていきたいと思った。 

 

6-15. 環境・社会理工学院 融合理工学系/B3/ S.N. 

今回のプログラムを通して、自分は二つの点で学ぶことができたと感じている。 

もともとこのプログラムを選んだ理由は、英語を得意とする人と会話する機会を増やし、リ

スニング能力とスピーキング能力を向上させたいという思いがあったからだ。また、ヨーロッ

パ諸国には一度も行ったことがなかったため、漠然とした憧れからスウェーデンを渡航先に希

望した。 

スウェーデン滞在中に学んだことの一つ目は、現地の学生が日本に対して強い関心を持って

いたことである。日本語の授業を取っている学生だったという理由もあるだろうが、日本のこ

とをよく知っていて、特にサブカルチャーの話で大いに盛り上がったのは驚きだった。一方、

自分はスウェーデンの文化やサブカルチャーについて、正直ほとんど知識を持っていなかっ

た。自分の興味のあることに対して自ら学びを深める姿勢が印象的で、また、今回自分が感じ

たように、相手の文化を知ろうとすることは、そのまま相手への歩み寄りやリスペクトにつな

がると感じた。今後は自分もそうした姿勢を実践していきたい。 

もう一つは、自分の中で十分に達成できなかったと感じた部分についてである。渡航メンバ

ーの中で自分は「現地交流」の担当だった。そのため、クイズやプレゼンを準備して渡航に臨

んだが、それを海外の学生の前で英語で行うことは、もともと大勢の前で話すのが得意ではな
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い自分にとって、選んだとはいえ非常に大きなプレッシャーだった。変なことを言っていない

かという不安や、楽しい雰囲気にしたいという思いから、交流の日はとても緊張した。時間が

押してしまい、準備通りに進められなかったこともあり、正直苦い思い出にもなっている。た

だ、他のメンバーや現地の学生たちの助けもあり、終わってみれば達成感を得ることができ

た。普段の授業でもプレゼンをすることはあるが、「人を楽しませる」ということだけを考えて

準備し、実行するという機会は非常に貴重で幸せだった。 

約 2週間のスウェーデン滞在は、時間としては短かったが、自分にとって非常に濃密なもの

だった。本来の目的だった英語についても、話すことへの躊躇を減らすことができた。また、

スウェーデンの歴史ある町並みや、日本よりもはるかに進んだキャッシュレス文化など、生活

の違いに驚かされることも多かった。このプログラムで得た経験、そして出会った友人たち

を、これからも大切にしていきたいと思う。 

 

6-16. 環境・社会理工学院 建築学系/B3/ M.M.  

今回の二週間にわたるスウェーデン短期留学は、非常に刺激的で、終始感銘を受け続ける経

験となった。特に印象的だったのは、スウェーデン社会全体に漂う「伸びやかさ」である。

人々は広大で美しい自然と共に生きながら、必要以上の制約や形式に縛られることなく、自分

らしく自由に過ごしているように見えた。例えば街の芝生に一人で寝転んで昼寝を楽しむ人の

姿や、電車の中で飼い主と共に乗ってきたペットを見知らぬ人々が自然に撫でて可愛がる光景

に触れることで、その空気感を肌で感じ取ることができた。これに対して、日本では周囲の視

線を過度に気にして行動してしまう傾向があり、その違いを強く意識させられた。幸福度ラン

キングでスウェーデンが常に上位にあることも、この短期間で十分に納得できた。 

また、自然環境と都市空間の調和も印象に残った。メーラレン湖の水面や澄んだ青空、街に

豊かに茂る木々や草原の緑は、日々の疲れを癒し、心を落ち着けてくれた。さらに、歴史を感

じさせる街並みはまるで絵本の世界に迷い込んだかのようであり、滞在中は幸福感と充実感に

満たされ続けた。こうした自然や都市の美しさが、人々の精神的なゆとりや生活の豊かさに大

きく寄与していることを実感した。 

さらに文化的な体験として、「Lagom(ちょうどよい)」の精神や、日常生活に根付いたフィー

カ文化に触れることができたのも貴重であった。肩肘張らず、等身大で過ごすことを大切にす

る姿勢や、コーヒーを囲んでリラックスしながら人と交流する時間が、生活における心地よい

バランスを生み出していることを理解できた。これらは日本での自分の生活を見直すうえでも

重要な学びとなった。 

この留学を通じ、語学や学問的な学びに加え、人々の生活や文化の中に息づく価値観に触れ

ることで、視野が大きく広がったと感じている。今後は日本での生活の中でも、スウェーデン

で得た「伸びやかさ」や「ちょうどよさ」を意識しながら、自分自身の生き方や人との関わり

に活かしていきたい。 
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6-17. 物質理工学院 材料系/B3/ H.C. 

当初、私がこの海外研修に応募したのは「海外に行ってみたい」という単純な興味からであ

った。しかし、スウェーデンでの経験はすべてが新しく、私の価値観を大きく揺さぶるものと

なり、帰国する頃には交換留学を真剣に考えるようになっていた。 

現地での生活については、渡航前は水や食事が合わない可能性を心配していたが、スーパー

の会計方法やエスカレーターで右側に立つ習慣などの細かな違いに戸惑うことはあったもの

の、暮らしの面で大きな困難を感じることはなかった。正直なところ、関東で生まれ育った私

が初めて大阪を訪れた時の感覚とまでは言わないが、生活様式の違いだけで海外渡航を忌避す

るのはもったいないと感じた。また、日本では「北欧は幸せな国」ともてはやされているが、

日常生活を見ているだけではそこまで幸せそうに見えず、日本人にとって隣の芝生が青すぎる

だけなのではないだろうか。 

この研修は、内面的な成長の機会ともなった。当初は決められた日程をこなすだけで精一杯

だったが、同行した仲間が現地学生と積極的に連絡先を交換し、交流の輪を広げていく姿に刺

激を受けた。「他人の時間を奪ってしまうのでは」というためらいを捨て、自らアポイントを取

る勇気を持つことができた。人とのネットワークを築くことの重要性と楽しさを学んだことは

大きな収穫である。 

一方で、自身の英語力には明確な課題が見つかった。渡航当初、お店での簡単なやり取りが

通じたことで少し自信を持てたが、それは大きな勘違いだった。講義や店でのやり取りは、聞

き取れた単語から文脈を類推することで理解した気になっていたに過ぎなかったのだ。現地の

学生たちとの雑談の輪に入ると、彼らの話す自然なスピードや言い回しについていけず、言い

たいことが言葉にならなかった。コミュニケーションの本当の難しさと、より高いレベルの語

学力の必要性を痛感させられた。 

この研修は、漠然とした憧れを具体的な目標に変え、自分自身の成長と課題を浮き彫りにし

てくれた。今回得た貴重な経験、ネットワークを大事に、将来の留学の可能性に向けて準備を

進めていきたい。 

 

6-18. 工学院 経営工学系/B3/ S.K. 

 今回のスウェーデン短期留学を通じて、多くの貴重な経験を得ることができた。特に印象深

かったのは、現地の学生との交流である。英語に対する不安はあったものの、彼らは拙い表現

にも真剣に耳を傾けてくれ、ゆっくり丁寧に話してくれるなど、多くの場面で思いやりを感じ

た。そうした姿勢に触れたことで、英語がうまく話せなかった悔しさとともに、自分の考えを

もっと適切に伝えたいという思いが強まり、語学学習への意欲が大きく高まった。 

また、滞在中に親しくなった学生とは、現在もタンデムパートナーとして互いの言語を教え

合っている。このような国境を越えた関係は、日本にいるだけでは得られなかったものであ

る。たとえ完璧な英語が話せなくとも、笑顔やジェスチャー、相手を理解しようとする姿勢が
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あれば、十分に人とつながることができると学んだ。 

学生交流だけでなく、リンシェーピング大学や KTH での見学も非常に刺激的であった。最先

端の研究施設や授業を実際に見学できたことで、異なる教育・研究環境への理解が深まった。

中でも、英語で行われる授業に参加した経験は新鮮であり、自分にとって大きな挑戦でもあっ

た。一方で、アカデミックな内容を英語で学ぶことの難しさも痛感し、今後さらに力をつけて

いく必要性を強く感じた。また、研究テーマや教育手法にも文化や考え方の違いが色濃く表れ

ており、そうした多様性に触れることで、自分の視野も広がったように思う。 

この留学を通じて、語学力だけでなく、異文化理解や他者との関わり方、自ら学ぶ姿勢な

ど、多くのことを学ぶことができた。今回得られた気づきや反省を今後の学習や行動に活か

し、この経験を糧にしていきたい。今後も積極的に海外と関わる機会を持ち、さらに成長して

いく自分を目指したいと考えている。 

 

6-19. 環境･社会理工学院 建築学系/B4/ H.H.  

私はいつか留学に行きたいと考えていたが、4年になり将来のことを考えると、そのチャンス

は来年秋からの交換留学しかないことに気がついた。その前に、海外の大学の様子やそこでの

生活を見てみたいと思い、今回このプログラムに参加した。 

私がスウェーデンに行って最も印象に残ったのは、街の中の自然の美しさである。都市の中

でも開発され切らずに緑地が残っているうえ、どの緑地も人が歩ける道と休める場所を整えな

がら自然を残すように、綺麗に手入れされていることに驚いた。緑地では、皆思い思いに過ご

していて、私も散歩をしたり fikaをしたりしながらのんびり過ごすことができて、とても気持

ち良かった。スウェーデンに住む人にとって、自然は身近にあるべきもので、それを保存する

ための仕組みや人材の確保も不可欠なものと捉えられているのだろうと思った。 

また、今回の訪問を経て、英語を使うことへの抵抗が小さくなり、英語でより積極的に質問

したり、自分の意見を述べたりしたいと思うようになった。もともと自分の英語力、特に話す

ことに自信がなかったが、思いついたままに喋っても理解してもらえることが多く、自信がつ

いた。一方で、一般向けのガイドツアーや飛び込みで参加した学生交流では、自分から質問を

することや話を盛り上げることが難しく、コミュニュケーションのための力が足りないと感じ

た。今後は英語を勉強するとともに、留学生との交流も積極的に行なっていこうと思った。 

一緒にプログラムに参加したメンバーにも、多くの刺激を受けた。皆それぞれ留学や卒業後

を見据えて、すでに様々なことに挑戦していたり、積極的に英語で質問や交流をしていたり、

コミュニティにとらわれずに主体的に動いたりしていて、尊敬する面がたくさんあった。お互

いの今までやこれからを語り合って、自分も目標を持って頑張ろうという気持ちになれた。 

このプログラムでは、仲間とサポートしてくださる後藤さん、Hazel先生がいて安心できただ

けでなく、大学・企業訪問、学生交流といった 1人ではできない、最高の体験ができた。 
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6-20. 生命理工学院 生命理工学系/B4/ K.S. 

 今回のスウェーデン海外研修は、私にとって大きな成長の機会となった。 

出発前は「どのような経験ができるのか」「自分の英語力で現地の人と交流できるのか」とい

った不安も抱いていたが、実際に現地で過ごした二週間はその不安を大きく上回る学びと喜び

に満ちていた。振り返れば、この経験は単なる語学研修という枠に収まらず、人生観や将来へ

の姿勢にまで影響を与えてくれる貴重な時間であったと強く感じている。 

 もともと英語の勉強には熱心ではなかったが、「英語を用いて海外の人と交流すること」自体

に楽しさを感じていた私は、その経験を海外でするためにこのプログラムに参加した。特に、

英語でのコミュニケーションにおいて、リスニングやスピーキングはもちろんのこと、身振り

手振りを交えた「全身での対話」が楽しく、その感覚を現地で再認識できたことは、何にも代

えがたい経験であった。特に日本に興味のある学生と日本の文化やアニメの話などをして、お

互い楽しく話している時の現地学生の笑顔は忘れられないものであると思う。 

 また、スウェーデンでは、人々がゆとりを持って生活している様子が印象的だった。スウェ

ーデンの自然や Fikaを楽しむ時間、現地に住む人々の仕事とプライベートのメリハリを大切に

する考え方はスウェーデンが幸福度が高い国と言われる理由の一つであると感じた。これは自

分が日本で生きていく上での人生の価値観にも影響を与えるものになると思った。 

 二週間という限られた期間ではあったが、外国人と英語で話すことの楽しさを改めて実感

し、その感覚をこれからも大切にしたいという思いが芽生えた。日本に戻ってからも、国内に

いる留学生などと積極的に交流していきたいと考えている。今回のスウェーデンでの体験は、

語学力の向上以上に、人と人とのつながりの価値や、異文化に触れることで得られる視野の広

がりを教えてくれるかけがえのないものだった。 
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7. グループ調査 

7-1. TOPIC: スウェーデンの食文化について 

7-1-1. テーマ選定理由 

 それぞれの国の文化を理解するためには、その国に根付いた食文化を調査することが重要で

ある。スウェーデンにはリンゴンベリージャムやフィーカをはじめとした多くのスウェーデン

特有の食文化が存在し、これらは現地の人の生活と深く結びついている。このグループ調査報

告書ではスウェーデンの食に焦点を当てていく。 

(文責:工学院 機械系/B2/ U.S.) 

  

7-1-2. リンゴンベリージャムの事前学習のまとめ 

 私たちは、スウェーデンの食文化を代表するリンゴンベリージャムの歴史について調査し

た。リンゴンベリーは何世紀にもわたり北欧の森に自生し、人々の貴重な食料源として収穫さ

れてきた。特に、砂糖が一般的に使用される以前の時代には「ヴァッテリンゴン(水のリンゴン

ベリー)」として知られる伝統的な方法で保存されていたことがわかった。この方法は洗浄した

ベリーを丸ごと水に漬けて保存するというもので、リンゴンベリー自体に含まれる天然の安息

香酸が保存料として機能し、冬を越すための長期貯蔵を可能にしていた。 

 現代に見られる甘いジャムへの移行は、砂糖の入手が容易になり、価格が手頃になった 18世

紀から 19世紀にかけて起こった。砂糖を加えることで保存性がさらに向上し、今日の一般的な

甘い調味料としての地位を確立した。現在では、ミートボールなどの塩味の肉料理から甘いパ

ンケーキまで、幅広い料理に添えられる定番の食材となっている。この歴史的背景からリンゴ

ンベリージャムは、単なる冬を越すための生存手段から、スカンジナビアの食文化を象徴する

重要な要素へと進化したことがわかる。 

(文責:物質理工学院 材料系/B3/ H.C.) 

  

7-1-3. リンゴンベリージャムに関するアンケート結果 

 私たちはリンゴンベリージャムについて、現地でスウェーデンの学生にアンケートを行っ

た。質問は、「食べたことがあるか」「好きかどうか」「好きな理由」「どんな料理と一緒に食べ

るか」の 4つである。全部で 14人から回答があり、全員が「食べたことがある」、「好き」と答

えていた。この結果を見ると、リンゴンベリージャムがスウェーデンの食生活にとても身近

で、多くの人に愛されていることがよく分かる。 

 好きな理由では、「酸っぱさ」や「甘酸っぱい味」、「さっぱりした感じ」が多く挙げられてい

た。特に、「ミートボールとの相性がいい」という意見が目立ち、料理の味を引き立てる存在と

して評価されているのが印象的だった。 

 食べ合わせでは、やはり「ミートボール」が一番多く、これは事前に調べていた内容とも一

致していた。ほかにも、「ブラッドプディング」や「ポテト料理」、「パンケーキ」、「ヨーグル
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ト」など、いろいろな食べ方が紹介されていた。私たちが泊まったホテルの朝食バイキングに

も、リンゴンベリージャムが色々な料理の隣に置かれていて、スウェーデンで日常的に食べら

れていることを強く実感した。 

 実際に現地でミートボールと一緒に食べてみると、少し単調になりがちな味をさっぱりさせ

てくれて、最後まで飽きずに食べられると感じた。また、最初に泊まっていたホテル近くのレ

ストランでは、ミートボールを注文すると 2種類のジャムが提供されており、ひとつは普段の

ジャムに近いもの、もうひとつはベリーの粒を残したものだった。粒入りの方は酸味がより強

く、フレッシュな風味があり、アンケートで多くの人が答えていた「酸っぱさ」「新鮮さ」とい

う印象と重なっていた。 

図 7-1-3a,b 甘酸っぱいリンゴンベリージャムはミートボールに欠かせない定番の組み合わせ 

(文責:環境・社会理工学院 融合理工学系/B2/ 干栄祺) 

  

7-1-4. フィーカの事前学習のまとめ 

 私たちは、スウェーデンの伝統的な文化である「フィーカ」についても事前に調べた。フィ

ーカとは、スウェーデンで行われている 15分から 30分ほどのコーヒーブレイクのことで、午

前と午後に一回ずつ行われている。コーヒーブレイクといっても、フィーカではただコーヒー

を飲みながら談話するだけでなく、軽食として、パンやお菓子をとることも多い。また、コー

ヒーが苦手な人も、紅茶を淹れて楽しむことができる。授業や仕事の合間にも行われることか

ら、スウェーデン人にとってのフィーカの優先順位の高さがうかがえる。さらにフィーカは、

単なる休憩、という意味合いだけではなく、忙しい日常の中で「少し立ち止まり、人と会話し

て心を落ち着かせる時間を確保する」という考え方も含んでおり、スウェーデン人の生活リズ

ムを形作る重要な要素となっていることがわかる。 

(文責:情報理工学院 情報工学系/B2/ H.M. ) 

  

7-1-5. フィーカに関するアンケート結果 

私たちは、フィーカについても現地でスウェーデンの学生にアンケートを行った。質問は、
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「フィーカを経験したことがあるか？(Yes / No で回答)」「フィーカが好きか(Yes / No で回

答)」「フィーカのどんなところが好きか？」「フィーカの際に好きなペストリーは何か？」の 4

つである。14人の学生に回答していただいた。 

 結果は全員がフィーカを経験したことがあり、また、全員がフィーカを好きだと回答した。 

 好きな理由は、「作業の休憩ができること」、「美味しいお菓子やコーヒーを楽しめること」、

「好きな人たちと時間を共有できること」が挙げられた。 

 好きなペストリーとしては、「シナモンロール」が最も多く、10名の回答を得た。他には、

「デニッシュ」「プンシュルッレ(スウェーデンの伝統的なお菓子)」「サンドウィッチ」と言った

回答も見られた。 

 現地では授業や移動の合間にシナモンロールやクッキー、コーヒー、紅茶などを用意してい

ただき、フィーカをたくさん経験した。授業間のフィーカでは勉強で疲れた頭を癒し、友達作

りや、人とコミュニケーションが取れるとても良い機会だと感じた。 

 

図 7-1-5 LIU でのフィーカの様子。ミラノストングとコーヒー 

(文責:環境・社会理工学院 融合理工学系/B3/ M.A. )  

  

7-1-6. その他の現地で体験した食事 

 これまでに言及した「リンゴンベリージャム」と「フィーカ」以外にも私たちは多くのスウ

ェーデン特有の食文化を体験した。ここでは特に「ザリガニ料理」と「シュールストレミン

グ」について取り上げたい。 

 スウェーデンでは毎年 8月にザリガニ漁が解禁されると、ザリガニを主役とした食事会「ザ

リガニパーティー」が開催される。そこではザリガニを塩とディルで煮たものをビールと共に

楽しむのが一般的である。私たちはスウェーデンのスーパーマーケット ICA で買った冷凍ザリ

ガニを食べてみた。ザリガニは尻尾側と頭側の 2つに分けて食べる。尻尾側は味がカニ、食感

や見た目がエビに近く、頭側はカニ味噌のような濃厚な味がした。味は美味しいが、殻剥きな

どの手間の割に可食部分が少ないため食べるのに少し時間がかかった。その他のザリガニ料理

として今回のプログラムに同伴してくれたフィリピン出身の教授がザリガニを使ったフィリピ
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ン料理「ginataang ulang」を振る舞ってくれた。ginataang ulangはタガログ語での料理名であ

り、日本語に翻訳すると「ココナッツミルクで調理したザリガニ」となる。ザリガニをココナ

ッツミルクで調理することでマイルドな味付けとなっていた。日本では食べる習慣のないザリ

ガニも海外では様々な調理方法で食べられているということを知った。 

  

 

 

 

 シュールストレミングは、世界一臭い食べ物として多くの人に知られている。塩漬けにした

ニシンを発酵させて作られる缶詰で、現地のスーパーマーケット ICA では山のように売られて

いた。私たちはホテルから少し離れた屋外のベンチへ向かい、シュールストレミングを開け

た。開封途中の時点で周囲に悪臭が立ち込め、缶詰を開けた人の手には匂いが染みついてい

た。缶詰の中のニシンを口に近づけるとサバ缶の匂いを何倍にも強めたような匂いが鼻に来

る。口に入れると味は非常に塩辛く、吐き出したいという人もいれば、2口目も食べたいという

人もいた。スウェーデンに行った際にはぜひチャレンジしてみてほしい。 

  

 

 

 

(文責:工学院 機械系/B2/ U.S.) 

  

7-1-7. 全体のまとめ 

 今回のスウェーデンプログラムの事前調査によりスウェーデン特有の食文化が数多く存在す

図 7-1-6a. stermalms Food Hallで売られ

ていた大量のザリガニ 

図 7-1-6b. 作っていただいた

ginataang ulang 

 

図 7-1-6c. ICA でシュールストレ

ミングが売られている様子 

図 7-1-6d. シュールストレミングを開けるのに

苦戦するメンバー 
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ることが分かった。リンゴンベリージャムやザリガニ料理などはスウェーデンの地理や歴史に

深く関連しており、またフィーカはコミュニケーションを促す場としても機能していた。現地

調査では現地の学生から直接話を聞きアンケートに答えてもらうことで、それらの食文化が愛

されながら続いてきたことも学んだ。自らその食文化を体験し、スウェーデンの文化に対する

理解を深めることができたと思う。 

(文責:工学院 機械系/B2/ U.S.) 

 

7-2. TOPIC: デザイン 

7-2-1. テーマ選定理由 

 私たちのグループはデザインをテーマに調査を行った。スウェーデンは北欧デザインの代表

的な国として知られ、家具やプロダクトだけでなく、日常生活に密着したお菓子のパッケージ

や建築にも独自のデザイン哲学が反映されている。そのため、身近に体験できるお菓子と、街

並みを形づくる建築の二つを切り口に調査することにした。 

 

7-2-2. 調査方法 

1)事前学習 

 日本での事前調査として、スウェーデンにおけるデザインの特徴や歴史を文献・インターネ

ットで調べた。また、スウェーデンのお菓子文化や代表的な建築について情報を収集した。 

2)現地調査 

 研修中に訪問した店舗や建築物、美術館を観察し、デザインに関する写真撮影や記録を行っ

た。さらに、現地の人々へのインタビューや実際に商品を購入・試食することで、体験を通じ

てデザインの特徴を理解した。 

(文責:環境・社会理工学院/B1/ H.S.) 

 

7-2-3. 事前調査 

1)お菓子 

 日本とスウェーデンにおけるお菓子のパッケージデザインについて、事前学習として比較を

行った。この比較では、主に以下の 3つの観点からデザインの傾向の違いが明らかになった。 

1-a)ビジュアル表現 

 日本のパッケージは、キャラクターや写真、カラフルな装飾を多用しており、楽しさや可愛

さを重視したデザインが多い。一方スウェーデンでは、よりシンプルで落ち着いた色合いや構

成が多く、必要最低限の要素で構成されている傾向がある。 

1-b)フォントと情報量 

 日本のお菓子のパッケージは、商品説明、キャッチコピー、成分表示など、視覚的にも情報

が多く詰め込まれていることが多い。対してスウェーデンでは、フォントもシンプルで統一感

があり、情報はブランド名や商品名といった本質的な要素に絞られている。 
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1-c)ターゲット層や文化的背景 

 日本では、特に子どもや若者を惹きつけるためのビジュアル戦略が強く、パッケージ自体が

販売促進の一部として機能している。 

 スウェーデンでは、大人向けを意識したデザインが多く、信頼感やシンプルさが好まれてい

る。加えて、サステナビリティや自然志向の文化も影響を与えていると考えられる。 

(文責:工学院 経営工学系/B3/ S.K.) 

 

2)建築 

 昔の建築(中世～近代)に絞って調べた。中世、近世、そして 19世紀と時代を分けてそれぞれ

の特徴を述べる。 

2-a)中世(12～15世紀) 

ゴシック様式の大聖堂、特にウプサラ大聖堂が代表的である。 

教会建築は高い尖塔やステンドグラスを特徴とし、宗教的権威を示した。 

2-b)近世(16～18世紀) 

ルネサンス・バロック様式が導入され、王権を象徴する壮麗な宮殿建築が登場した。 

代表例はドロットニングホルム宮殿(バロック様式、左右対称、豪華な装飾)である。石造・レン

ガ造を主体とし、庭園との一体性を重視している。 

2-c)19世紀 

ネオ・ゴシックや国民的ロマン主義様式で民族の歴史や自然を意識した建築デザインが特徴で

ある。 

 

7-2-4. 現地調査 

1)お菓子 

 スウェーデンのお菓子のパッケージはメインカラー

としてビビッドな色を用いている商品が多く、白やパ

ステルカラーも多く用いられる日本とは異なってい

た。 

 例として、スウェーデンの老舗チョコレートメーカ

ーであるMarabouと、日本の森永製菓が販売する

DARSのパッケージを比較した。 

両者には、商品の写真を掲載してイメージを伝えや

すくしていることや、味によってメーカーロゴの色を変化させていることなどの共通点がみら

れる。 

 一方、いくつかの相違点も存在する。Marabouは味にかかわらず基本デザインが統一されて

いるのに対し、果物味の DARSはミルクやホワイトと大きく異なるデザインを採用している。

また、DARSのパッケージには商品の魅力を伝える文言や、商品のオリジナルキャラクターが

印刷されている。 

図 7-2-4-1a 現地のお菓子売り場の様子 
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(文責:物質理工学院 材料系/B3/ K.S.) 

 

2)建築 

2-1)ドロットニングホルム宮殿 

 ドロットニングホルム宮殿では、まずフランス・バロックの影響を強く受けた左右対称の整

然とした庭園が非常に印象的であった。日本庭園の「非対称」「自然との調和」とは対照的であ

り、その美学の違いを強く感じた。また、宮殿内部には中国製漆器などの装飾品が多く見ら

れ、庭園内には中国館と呼ばれる離宮も存在していた。これは東インド会社の影響によるもの

であり、スウェーデンが当時の交易を通じて異文化を積極的に取り入れていたことがうかがえ

た。さらに、階段室や天井には大理石風の装飾や彫刻的なモチーフが随所に施されており、力

強さを誇示する造形によって空間全体が芸術作品のようにデザインされていた。日本では見ら

れないダイナミックな空間に息を呑む思いがした。

  

図 7-2-4-2a ドロットニングホルム宮殿の外観   図 7-2-4-2b 宮殿内の装飾 

 

2-2)Ark Des 

 ArkDes はストックホルムに位置する、スウェーデンを代表する建築とデザインの博物館であ

る。ここではスウェーデンの建築史を体系的に学ぶことができ、社会や文化におけるデザイン

の役割を再認識することができた。私たちが訪れた際には、近代から現代に至るまでの建築の

変遷を紹介する展示があり、特に世間が環境保護に目を向けるよりも前の時代から、環境負荷

を減らす建築の試みが行われていたことを示す資料が印象的であった。こうした取り組みは、

図 7-2-4-1b Marabouのパッケージ 

 

 

図 7-2-4-1c DARSのパッケージ 
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スウェーデンが環境と共存する社会を志向してきた歴史を物語っていると感じた。 

 また、展示そのもののデザインも興味深かった。空間はシンプルで分かりやすく構成されて

おり、訪問者に伝えたい内容を直感的に理解できるよう工夫されていた。さらに、建築模型や

音楽、フィルム上映、中に入ることができるテント型建築の展示など、多様な表現方法が用い

られていた。これにより、建築を専門的に学んでいるわけではない人でも親しみやすく、自然

に関心を持てる展示方法になっていた点が特徴的であった。博物館自体が「伝わるデザイン」

を体現しており、学びと体験が一体化した空間となっていた。 

  

      

(文責:環境・社会理工学院/B1/ H.S.) 

 

7-2-5. 考察 

スウェーデンでの調査から、日常の小物(お菓子)と大規模の建築がそれぞれ異なるスケールと

目的でデザイン哲学を表現していることが明確になった。お菓子のパッケージは消費者との即

時的なコミュニケーションを重視する一方、建築は権力と空間的体験を展示する。 

1) お菓子 

スウェーデンのお菓子パッケージではビビッドな色使いが目立ち、店頭での視認性を強く意

識している。Marabou のように基本デザインを味に関係なく統一する手法は、ブランド認知の

一貫性を高める効果がある。それに対して、日本ではパステルや繊細な表現で感情をつかむ傾

向があり、DARS のように味ごとにデザインを変える手法は、商品ごとの差別化に有利であ

る。 

2)建築 

庭園の幾何学性、大理石や金の豪華装飾、国際的美術品の取り込みなどが印象的だった。こ

れらが「権力を視覚的・空間的に誇示する」 というヨーロッパ的な美学が強く表れていると考

察した。 

(文責:環境・社会理工学院 建築学系 /B3/ M.M. ) 

この調査は、デザインが生活のあらゆるレベルで役割を持ち、スケールや目的に応じて表現

図 7-2-4-2c. Ark Desの外観 図 7-2-4-2d. Ark Desの展示の様子 
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手法を変えることを示した。デザインが機能とコミュニケーションを同時に成立させる複合的

な実践であることを理解できた。 

(文責:理学院 数学系/B1/ S.Y.) 

 

7-3. TOPIC: トレンド 

7-3-1. テーマの選定理由 

 日本では、「トレンド」という言葉を耳にする機会が多く、トレンドの移り変わりが時代の変

化を映し出すこともある。私たちは、スウェーデンにもそのようなトレンドが存在するのか、

またその特徴がどのようなものなのかを知りたいと思い、このテーマを選択した。特にこの調

査ではファッションと音楽に焦点を当て、それぞれのトレンドや人々に支持されているものに

ついて、事前調査および現地調査を行い、それらの結果を考察した。 

 

7-3-2. 調査方法 

まず、事前学習としてスウェーデンのファッションと音楽について、インターネットなどを

用いて調査を行った。 

ファッションは、スウェーデンの気候がもたらす特徴について調べた。また、H &M など日

本でも人気を集めるスウェーデン発のブランドについて調査を行った。 

音楽は、Spotifyや Apple Music などが公表している音楽チャートからどのようなアーティス

トが人気を集めているのか分析し、2組のアーティストについてインターネットを用いて調査を

行った。 

 次に、現地調査として KTH やリンシェーピン大学で現地学生に対面での聞き取り調査および

Google Formを用いたアンケート調査、Instagramの DM を用いた調査を実施した。 

 

7-3-3. 事前調査 

 まず、ファッションについての事前調査の結果を述べる。スウェーデンのファッションは、

シンプルで機能的な特徴を持つとされている。無駄のないデザインや落ち着いた色合いが好ま

れ、個人のスタイルよりも調和や実用性を重視する傾向が強い。日本と比べると、流行に左右

されにくく、ベーシックな服を長く着ることが一般的である点が特徴的である。また、寒冷な

気候の影響もあり、防寒性や快適さを兼ね備えた服装が広く浸透している。事前調査の段階で

は、こうした「シンプルさ」「実用性」「気候との関わり」といった点が、スウェーデンのファ

ッション文化の大きな特徴であると理解していた。 

 次に、音楽についての事前調査の結果を述べる。 

1) 音楽チャート分析 

 Spotifyでスウェーデンの音楽チャートを調べたところ、ほとんどがスウェーデン人アーティ

ストによるスウェーデン語の楽曲であることがわかった。ジャンルとしてはポップスが多く、

日常生活や恋愛、その他の感情に焦点を当てた楽曲がよく聴かれている傾向が見られた。さら
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に、いくつかのグローバルアーティストもチャート入りしており、スウェーデン語の楽曲だけ

でなく、英語の楽曲も広く受け入れられている様子がうかがえた。 

2) Tjuvjakt  

 スウェーデンの有名アーティストの 1組として、Tjuvjakt について調べた。Tjuvjakt はスウェ

ーデンのラップグループで、現在 TikTok で人気を集めている。日本と比較すると、TikTok を

通じて人気を獲得する点は共通しているが、ダンス要素がないことや、ラップや EDM といった

ジャンルが中心である点が特徴的であると言える。 

3) KAJ 

 もう 1組の有名アーティストとして、KAJについて調べた。KAJは「Comedy music」と呼ば

れるユニークなジャンルの楽曲を制作しており、彼らの楽曲はスウェーデン語とフィンランド

語が混ざっているという特徴を持っている。日本と比較すると、日本では日常生活や青春をテ

ーマにした楽曲が多いのに対し、KAJの楽曲は日常を風刺したものや、地元文化への愛を語る

内容が多いという違いが見られた。 

 

7-3-4. 現地調査 

 まず、ファッションについて、現地で特に印象的であったのは、大学訪問の際に学生が着用

していた図 7-3-1の「Ovve」と呼ばれるつなぎである。これはスウェーデンの学生文化に根付

いた特有のファッションアイテムであり、事前調査では全く触れることができなかった点であ

った。 

 KTH の学生へのインタビューによれば、Ovve は各大学の学生組織に所属すると購入できる

という。学科や「チャプター」という学生組織ごとに異なる色や形が定められており、所属を

示すシンボルとなっているのだという。また、Ovveを印象付けているパッチや缶バッジだが、

パブやイベントで配布され、自分で縫い付け、装飾を加えることによって個性を表現している

ことも確認できた。 

 興味深いのは、Ovve を基本的に洗濯しない習慣である。学生たちは海や野外活動でもそのま

ま着用し、時間の経過とともに汚れや使用感が「思い出」として刻まれるという。こうした実

践は、日本の大学文化にはあまり見られないものであり、ファッションが単なる身だしなみを

超えて「仲間意識」「経験の共有」を象徴する媒体として機能していることを強く感じた。 
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図 7-3-4. スウェーデンの学生文化に特有の Ovveというつなぎを示した。図内の黄色

のものは、KTH の化学のチャプターの Ovveである。 

 

 次に、音楽について現地調査の結果を述べる。現地では、Google Formを用いたアンケート

調査と、インタビューの 2つを行った。アンケート調査では、6名の学生が回答してくれた。 

 

Question: Do you have any favorite artist? If so, please write down. 

Answers: 

-Not that I’m thinking of currently. 

-Paul McCartney 

-LiSA, Oribe Risa (織部 里沙) 

-Mostly k-pop, Seventeen, Shinee, BTS... 

-Odol, Sakanaction 

-yoasobi 

 

前提として、今回アンケートに回答してくれた学生の方々は皆日本に興味がある人が多かっ

たため、全体の意見を反映できているとは言うことができない。その上で結果を見ると、「アニ

メの主題歌を歌った日本アーティスト」が人気を博していることがわかる。「鬼滅の刃」の主題

歌を歌う LiSA、「チ。-地球の運動について-」の主題歌を歌うサカナクション、「【推しの子】」
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の主題歌などを歌う YOASOBI がそれに該当するだろう。また、K-POP や、往年愛される Paul 

McCartney なども日本と同じく人気であった。 

インタビュー調査では、3人の学生に話を聞くことができた。まず、スウェーデンのアーティ

ストで人気だったのは、「kent」と「Miriam Bryant 」の二つであった。 

kentはスウェーデンのオルタナティブロックバンドで、2002年には 95週間もスウェーデン

の音楽チャートのトップに位置していたほどの人気ぶりであった。その人気は今も健在であ

り、学生にも愛されているアーティストである。kentは 2002年のスーパーヒットの時から音楽

性を徐々に変えており、2007年ごろから、シンセポップを感じる音楽を作りはじめていた。学

生と話し、このような時代に合わせた音楽性の変容が多くの年代に刺さり、今でも人気な理由

なのだと理解できた。 

Miriam Bryant はスウェーデンのシンガーソングライターである。ストックホルムからパーテ

ィー会場へ移動するバスが非常に混んでおり、コンサートによるものだと連れて行ってくれて

いた KTH の学生が教えてくれた。そこで乗客の一人の学生に話を聞いたところ、この Miriam 

Bryant のコンサートに向かっていると教えてくれ、このアーティストの人気を教えてくれた。

コンサート会場は人で溢れており、そのファン層は老若男女さまざまであった。 

また、スウェーデンのアーティスト以外の人気もスウェーデンのそれと同等であった。特に

UK Pop, Rockが根強い人気を博していた。ブリットポップ全盛期の Oasis、blur、Radioheadの

人気は未だ健在であり、その後の Arctic Monkeys、Ed Sheeran、Museも人気であった。日本よ

りも UK 音楽の人気は大きいように感じた。 

 

7-3-5. 考察 

まず、ファッションについての考察を述べる。現地調査を通じて、事前調査で抱いていた

「スウェーデンのファッション＝シンプルで実用的」という理解が大きく広がった。確かに日

常生活においてはその特徴が色濃く見られるが、学生文化においてはむしろ真逆とも言える、

色鮮やかで個性的な Ovve が存在していたのである。これは、事前学習では把握できなかった

側面であり、実際に現地で観察し、学生から話を聞いたことで初めて理解できた点であった。

特に、Ovve が所属を表す色やパッチによって仲間意識を強化しつつ、同時に一人ひとりの装飾

が個性の表現にもなっている点は、シンプルな日常ファッションとは対照的である。このギャ

ップは、スウェーデン社会の多面性を示しているとも言える。すなわち、日常では機能性や実

用性を重視しつつも、特定のコミュニティや場面においては大胆で象徴的なファッションを通

じて自己表現やアイデンティティを確立するという姿勢である。Ovve の存在を知ったことは、

スウェーデンにおけるファッションの理解をより立体的なものにし、文化の奥深さを実感させ

る発見であった。 

 次に、音楽についての考察を述べる。今回の調査から、スウェーデンの音楽文化におけるト

レンドは、大きく分けて「国内発のトレンド」と「海外からのトレンド」の 2つを読み取るこ

とができた。 

まず、国内アーティストの楽曲が非常に強い存在感を持っており、SNSなどを通じて国内か

ら発信されるトレンドが生み出されているということが挙げられる。Spotify が公表していたス
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ウェーデンの音楽チャートは、スウェーデン語の楽曲が多くを占めており、ポップスや日常生

活、感情をテーマとした楽曲が主流であることがわかった。さらに、Tjuvjakt や KAJといった

アーティストは、日本でも人気な TikTok などの SNSを通じて人気を獲得していること、また

コメディ要素や多言語を用いた楽曲など、独自性を持っていることが明らかになった。これら

の特徴は、日本のアーティストの人気の得方や楽曲のテーマ性と比較したときに、共通点と相

違点の両方を示していると言える。 

 次に、英語圏の音楽を中心とする海外音楽への支持が強く、海外からのトレンドも存在して

いることが挙げられる。インタビュー調査からは、kent、Miriam Bryant といったスウェーデン

の有名アーティストに加え、Oasis、Radiohead、Ed Sheeranなどのイギリスのアーティストが

特に若い世代に支持されていることがわかった。日本でも Queenや The Beatlesなどの UK 音

楽は人気があるが、スウェーデンの方が特に若い世代でその存在感がより強い印象を受けた。 

 一方で、学生へのアンケート調査の結果からは、日本のアニメ主題歌や K-POPへの関心も確

認することができた。これは、アンケート調査に回答してくれた学生の多くが日本文化に興味

を持っていたことに起因する可能性がある。しかし、LiSA や YOASOBI、サカナクションとい

った日本でも認知度・好感度の高いアーティストへの関心が見られたことは、日本の音楽がア

ニメを通じて世界に広がっていることの一例だと言える。 

 今回の調査からは、スウェーデンでは自国の音楽に強い支持がある一方で、地理的・文化的

に近いイギリスの音楽も人気を集めていることがわかった。この傾向は日本においても同様で

あり、日本のアーティストを好む人が多い一方で、隣国である韓国の K-POP などの音楽が特に

若い世代を中心に支持されていることと重なる。また、「トレンド」という視点で見ると、スウ

ェーデンの音楽文化は「国内で誕生する新たなトレンド」と「近隣諸国をはじめとする海外か

ら入り、長く続くトレンド」が共存していると考えられる。 

(文責:物質理工学院 材料系/B3/ M.M.、環境・社会理工学院 融合理工学系/B2/ M.S.、生命理工

学院 生命理工学系/B2/ K.M.、環境・社会理工学院 融合理工学系/B2/ K.M. ) 

 

7-4. TOPIC: 余暇の過ごし方 

7-4-1. 選定理由 

 スウェーデンは、世界幸福度ランキングで常に上位に位置することで有名である。その理由

の一つに、多くの人々が残業はせず、休みをしっかりととるといった、work-life balanceのとれ

た生活を送っていることが挙げられる。本グループでは、この学業や仕事以外の余暇の時間

を、どのように使っているのかを調べることにした。 

(文責:環境･社会理工学院 建築学系/B4/ H.H. ) 

 

7-4-2. 調査方法 

1)ネット調査 

 スウェーデンに住む人々の余暇の過ごし方をスウェーデンの社会的背景、歴史、地理、文化
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的背景を中心に情報を収集し、基本的な余暇の過ごし方の情報を調べる。 

2)現地調査 

 事前のネット調査で分かった余暇の過ごし方を実際に現地で体験する。また現地学生と交流

することで、一緒に現地学生の余暇の過ごし方を体験する。 

3)アンケート調査 

 Googleフォームを作成し現地の人にアンケート調査をすることで、本人の率直な意見をデー

タとして取得し、傾向を分析する。 

(文責:生命理工学院 生命理工学系/B4/ K.S.) 

 

7-4-3. ネット調査 

1)社会的背景 

 スウェーデンでは日本と比べ、社会的制度として、有休のとりやすい環境が整っているとい

える。スウェーデンの年次休暇法によると、労働者は一年に 25日間の年次休暇をとる権利が保

障されており、そのうちの 4週間を夏季に連続して取得することができる権利を有している。

日本では働く年数や働く時間にも左右されるが、10日間の有休が法律で定められている。さら

に、日本では 2019年に有休が義務化されたのに対し、スウェーデンでは有休に関する政策が

1938年から進められており、有休に対する認識が浸透していると考えられる。 

 また、長期休暇中の仕事に対する姿勢についても、スウェーデンと日本では大きく異なる。

スウェーデンでは夏季休業中はメールが届かなかったり、工事が完全にストップしたり、休暇

を優先に考える風潮がある。 

(文責:環境・社会理工学院 融合理工学系/B3/ S.N.)  

2)歴史 

 スウェーデンの余暇文化を語るうえで欠かせないのが、Allemansrätten(自然享受権)  という

考え方である。これは、誰もが森や湖、野原に自由に立ち入り、散策やベリーやキノコの採取

などを楽しめる権利を指す。ただし、この自由は「自然を壊さない」「土地の所有者や他人の生

活を妨げない」という責任と一体となっており、自然と人間の共生を前提とする点に特徴があ

る。Allemansrättenは法で明文化される以前から国民の間に根付いてきた慣習であり、現在も広

く尊重されている。この理念にはスウェーデンの歴史が深く関わっている。かつて農村社会が

中心であった時代、人々は森や湖などの自然資源を利用して生活を営んでいた。土地の境界を

超えて移動し、狩猟や採集を行うことは生活の一部であり、それがやがて「自然はすべての人

が分かち合うもの」という価値観につながった。近代化と都市化が進んだ後も、この精神は失

われることなく引き継がれ、現在では余暇活動や観光、環境教育の基盤としてスウェーデン社

会に定着している。 

(文責:生命理工学院 生命理工学系/B2/ I.K. ) 

3)地理 

 スウェーデンは北緯約 55度から 69度に位置する、非常に北にある国である。そのため冬に

は気温が大きく下がり、北部では-30度前後まで下がることもある。また、夏には白夜、冬には

オーロラといった、日本では馴染みのない自然現象が観測される。国土の面積は約 45万 K.M.²
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で日本の約 1.2倍にあたるが、人口は約 1,000万人と少なく、東京都の人口(約 1,400万人)より

も少ないことから、人口密度が非常に低いことがわかる。国土の約 7割は森林に覆われてお

り、湖沼の数も 10万以上に及ぶ。こうした豊かな自然環境は、人々の暮らしや文化と密接に結

びついている。 

(文責:環境･社会理工学院 建築学系/B3/ M.M. ) 

4)文化的背景 

 スウェーデンは個人主義的な一方で、家族や友人など小さな共同体における深い繋がりを大

切にする文化がある。そのため、余暇の時間も近しい関係の中で、自発的で気楽な交流を行う

ことが多い。 

 また、スウェーデンには、全ての市民が文化にアクセスし参加できるべきものであるべきで

あるという「文化的民主主義(cultural democracy)」の理念がある。これに基づき、公共図書館

は無料で利用できたり、美術館や博物館などの文化施設も特定の曜日や時間帯に無料入場でき

るものがあったりと、公共の文化を誰でも身近に利用できるようにするための工夫がなされて

いる。 

(文責:環境･社会理工学院 建築学系/B4/ H.H. ) 

 

7-4-4. アンケート調査 

 スウェーデンでは実際に現地の大学生と交流する機会があったため、グーグルフォームを使

って余暇の過ごし方についてのアンケートを行った。その結果、6人の回答を得た。 

 1つ目と 2つ目は休暇中についての質問で、How do you spend your vacation?、Which factor 

make you have such a vacation or activity?と尋ねた。学生からの回答を見てみると、過ごし方に

ついては、4人が森や日光など自然に関する回答をし、2人が友達や家族に関する回答をし、2

人が室内で過ごすという回答をした。また、その理由については、2人が周囲の自然環境につい

て触れ、2人が日常生活の忙しさについて、2人が自分の興味や得意について、2人が友達につ

いて触れた回答をするという傾向がみられた。また、分からないという回答もあった。 

 3つ目と 4つ目は普段の自由時間について、How do you usually spend your free time such as 

after school?、Which factor make you have such a free time or activity?と尋ねた。過ごし方につ

いては、4人が家族や友達、彼女と過ごすという回答をし、4人がバトミントンやランニングと

いった運動、3人が楽器や音楽、ゲームといった趣味と回答した。さらに、勉強と答えた学生も

2人いた。その理由については、趣味や楽しみと答えた学生が 3人、充電と答えた学生が二人い

た。それ以外にも、学位を取るために勉強が必要、家族の習慣といった回答もあった。 

 5つ目の質問では、休暇を過ごすことの意味について、What is the important meaning of 

having vacation for you?と尋ねた。その結果、仕事と休息のバランスを取るため、家族と過ごす

ため、リラックスして充電するため、ストレスを解消するためといった回答が得られた。 

 これらの結果を踏まえると、スウェーデン人の休暇や自由時間の過ごし方自体に、日本との

大きな違いはないことがうかがわれる。しかし、スウェーデンでは、自然を使った過ごし方を

選ぶ人の割合が高く、日常生活に自然が浸透しているという特徴がある。また、仕事とのバラ

ンスについて、日本では仕事が第一優先という人も多くいるが、スウェーデンでは仕事、休
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息、家族がバランスを取って、一人の人間を構成しているという印象を受けた。 

(文責:環境・社会理工学院 融合理工学系/B3/ S.N.)  

 

7-4-5. 考察 

 今回の調査を通じて、スウェーデンの余暇文化が、法律による有給休暇の保障や

Allemansrätten(自然享受権)といった社会的な基盤に支えられていることを学んだ。これらは単

なる制度ではなく、人々が心から休息を取り、自然と触れ合い、家族や友人と過ごす時間を大

切にするという、彼らの価値観そのものを形作っていると思われる。 

 現地の学生との交流やアンケート調査では、彼らにとって余暇が仕事のための休憩ではな

く、人間としての健全な生活に不可欠な時間であるということを実感した。私たち自身が学生

と交流する中で、スウェーデンに住む人々の余暇の過ごし方を体験しより深く知ることができ

たと思う。 

(文責:生命理工学院 生命理工学系/B4/ K.S.) 

 

7-5. TOPIC: スウェーデンのバイト・サークルについて 

7-5-1. スウェーデン学生のバイトの現状 

1)概要情報 

 日本の学生アルバイトと比較すると、スウェーデンの学生アルバイトには 2つの大きな特徴

がある。 

 1つめは、アルバイトが持つ役割と働く動機である。歴史的にスウェーデンでは授業料無料の

教育と手厚い学生支援制度(CSN)により、学生は学業に専念することが理想とされた。しかし現

代では、「自立」を重んじる文化的価値観と都市部の高い生活費を背景に、働く学生が増加して

いる。経済的な必要性に加え、将来のキャリアのための実践的な経験を積むという目的意識が

強い点が特徴である。 

 2つめは、労働環境と文化的背景である。地理的にストックホルムなどの大都市ではサービス

業や IT 産業で多くの機会が見られる。また、有名な「フィーカ」というコーヒーブレイクの文

化は、学生がアルバイト先で年齢や役職に関わらず職場に溶け込む助けとなる。単なる労働力

としてではなく、学生も一人の個人として尊重される平等な文化が根付いている。 

(文責:物質理工学院 材料系/B3/ H.C.) 

2)現地調査 

 アルバイトに関するアンケートを行い、現地の学生 7名から回答を得た。まず、アルバイト

の経験を聞き、経験がある場合には目的や時給、ない場合はアルバイトをしない理由を尋ね

た。 

 まず、1つ目の質問としてアルバイトの経験の有無を尋ねた。 
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図 7-5-1a. アルバイトの経験を尋ねる質問に対する回答 

  

 これに対する回答は 7名中 6名がアルバイトをしたことがあるという結果になり、アルバイ

トをすることがスウェーデンの大学生の中で一般的なことであると考えられる。 

 次に 1つ目の質問でアルバイトをしたことがないと答えた人に対してアルバイトをしない理

由を尋ねた。回答は時間がなくアルバイトが見つからないとのことだった。 

 続いて、1つ目の質問でアルバイトの経験があると答えた人に対して、これまでに経験がある

職種を尋ねた。回答にはスーパーマーケットのレジや KTH での授業アシスタント、レストラン

のホールスタッフ、駅のスタッフ、スタディバディ、バドミントンのコーチ、ビデオコーディ

ング、日本語を話すアシスタントなどがあった。スーパーのレジやレストランのホールなどは

日本でもアルバイトとしてなじみがあるもので日本と同じであると考えた。スタディバディは

日本ではあまり聞かないが、子どもに宿題を教える家庭教師のような職業である。話を聞いた

KTH 生によると、スタディバディは生徒の宿題を手伝う仕事で、教える場所は先生の家や図書

館など様々とのことだった。日本でも家庭教師はあり、宿題を教えていることもあると思うの

でそこは似ていると思った。しかし、日本では学校の宿題に加えて塾や家庭教師で追加の勉強

を行うことが多いがそのような話は聞かなかったためそこは日本との違いだと考えた。また、

日本の家庭教師は生徒の家で勉強を教えることが多いが、教える場所が様々であることも日本

との違いである。また、KTH の授業アシスタントという回答が 2件あり、日本以上に KTH で

は大学内でのアルバイトが一般的であると思った。 

 アルバイトの頻度を問う質問では週 10時間、週 2時間、休暇期間のみなど回答はバラバラで

人によって異なるという結果になった。 

 アルバイトをする目的としては一番多い回答はお金を得ることであった。一方で経験を得る

ためという回答もいくつかあり、お金だけでなく、働くという経験を大切にする人も多いと思

った。また、家賃の支払いのためという回答もあり、自立して生活をするという意識があるか

らこそ、このような回答があると考えた。 

 最後に時給について尋ねた。 
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図 7-5-1b. アルバイトの時給を尋ねる質問に対する回答 

  

 一番回答が多かったのは 150～200SEKで、1SEKを 15円とすると 2,250～3,000円と日本と

比べかなり高いという結果になった。しかし、現地での物価は日本と比べてかなり高いため、

物価も考えると日本と同じくらいなのではないかと考えた。 

 以上のアンケートの結果からスウェーデンでは日本と同じように学生がアルバイトをしてい

るが、日本では珍しい職業があったり、自立や成長に重点を置いた考えに基づいてアルバイト

をしていたりする点で私たち日本人学生とは違うところがあると考えられる。 

(文責:工学院 経営工学系/B3/ T.K. ) 

 

7-5-2. スウェーデン学生のサークルの現状 

1)概要情報 

 日本のサークル活動と比較するとスウェーデンのクラブ活動には 2つの大きな特徴がある。 

 1つめは学生団体の規模と歴史である。多くのスウェーデンの大学には学生団体が存在し、学

生のクラブ活動や大学構内のイベントに深く関わっている。さらには大学に意見を提示するほ

どの影響力も持っている。歴史的な側面に目を向けると、1600年代に同じ地方から来た学生ど

うしが知り合う場として学生団体は誕生した。ルンド大学やウプサラ大学の Student Nation は

最も歴史のある学生団体の 1つである。日本よりも大規模で伝統のある団体として、現在もス

ウェーデンの学生団体は学生どうしがつながる場として機能している。 

 2つめはクラブ内での上下関係の認識である。日本のサークル活動では上下関係が重んじられ

る傾向にあるが、スウェーデンのクラブ活動では学年や年齢を問わず対等な関係であることが

多い。スウェーデンでは自由や平等といった考えが大切にされていることが分かる。 

(文責:工学院 機械系/B2/ U.S.) 

2)現地調査 

 アンケートに回答した 7人の学生のうち、サークル活動に参加している学生は、日本と同様

に多岐にわたる種類の活動を経験している。柔道や空手、サッカーといったスポーツ系から、

ダンス、料理、チェスクラブ、イベント企画、学術系クラブまで様々だ。 

 活動時間については、週に 1時間から数時間程度という回答が複数見られた。ただし、中に
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は週に最大 44時間と、非常に多くの時間を費やしている学生もいる。また、サークル活動の目

的としては、「学校から離れてリフレッシュする機会」「新しい人と出会う場」「友人やお金を得

る良い方法」といった、学業とは異なる側面での価値を見出していることがわかる。 

 よって、アンケート結果からは、スウェーデン人学生がサークル活動を、単なる趣味ではな

く、学業やアルバイトと並行して自己成長や交流を深めるための重要な機会と捉えている様子

がうかがえる。この点は、日本の学生がサークル活動に求めるものと似ていると言えるだろ

う。 

 (文責:物質理工学院 材料系/B3/ M.M. ) 

3)部活見学 

 留学中に出会った KTH の学生の紹介で、実際に女子バレーボール部の練習の様子を見学させ

てもらうことができた。私たちが見学をした日は、夜の 7:30から 9:30までの 2時間、KTH の

となりにある GIH という施設で行われていた。部員は学生と社会人、スウェーデン人と留学生

など様々なバックグラウンドを持つ人々から構成されており、バレーボールのレベルも様々で

あった。 実際に話を聞いた中で感じたのは、このバレーボール部が組織としてよく運営され

ているということである。役職は会長、部長、副部長、シニアアドバイザー、キャプテン、広

報などがあり、活動もスポーツだけではなくソーシャルイベントの開催をしているという。ま

た、これは部活に限った話ではないが、スウェーデンの組織団体は、組織の長を新しく選出す

るとき、前任者の指名などではなく、全体の投票で決めることが多く、デモクラシーという言

葉を度々耳にした。話を伺ったバレーボール部の部長が、約 60％を占める留学生にとって、大

きな家族のような存在になるような部活運営をしたいと言っていたのがとても印象に残ってい

る。 

 
図 7-5-2a. バレーボール部の様子 

(文責:環境・社会理工学院 融合理工学系/B3/ S.N.)  

4)チャプターについて 

 (1)で紹介したように、スウェーデンでは学生団体による交流が盛んである。KTH について取

り上げると、学科ごとにチャプターという学生団体がある。チャプターはそれぞれ自身の建物

を持っており、ケミストリーのチャプターなら黄色のオーバーオールといったように、そのメ

ンバーは同じ色のオーバーオールを着る文化がある。学生は訪れたイベントでパッチと呼ばれ

るワッペンをもらい、自分のオーバーオールに貼ることができる。チャプターの中の学生は、

施設を使ったり、勉強を教え合ったりすることができ、また夜には学生主催のパーティーで、
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外部のお店と比べて破格の値段でお酒を楽しめる。 

 

  

  

 今回、化学科のチャプター施設の見学やチャプターのパーティーへ参加させていただいた。

入学時には無地のオーバーオールも最終的には図 7-5-2bのチャプター長のオーバーオールのよ

うにバッチによって華やかなものになる。(因みにオーバーオールは 1着 500sekらしい。)今回

参加したパーティーでは、注射器型の容器に入ったお酒を注文すると、その色に対応したワク

チン接種済みのバッチが貰えた。パーティーごとにお酒とバッチの種類は異なるらしく、すべ

て集めるのは根気がいるだろう。 

 

 どのチャプターも毎週決まった曜日にパーティーを行っている(化学科は金曜日)。私には毎週

パーティーに行く習慣がないので、なぜそんなにパーティーが好きなのかと疑問に思った。し

かし実際に参加してみると、日本でいうところの、部活後にみんなでご飯を食べるような雰囲

気であり居心地が良かった。図 7-5-2eは今夜の飲み物(Kvällens dryck)である Fireball と本日の

料理(Kvällens käk)である PITBULL i panna だ。それぞれ 30sekと 25sekであり格安である。こ

図 7-5-2b. チャプターについて紹介する化学チャプター長 

図 7-5-2c. ”ワクチン”と呼ばれるお酒とそのバッチ 

 

図 7-5-2d. パーティーのメニュー 

 

 

図 7-5-2e. 今夜の飲み物と今夜の料理 
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れを楽しみに来る学生もいる様だ。 

 以上より、学部生がメインであるサークルが学生交流の場を担っている日本と比べて、院生

も気軽に出入りできるチャプターも部活同様に学生交流の場を担っているのは、学部生にとっ

ても院生にとっても良い刺激を与え合える環境なのではないだろうか。 

(文責:物質理工学院 材料系/B3/ H.C.) 

 

7-5-3. 考察 

 スウェーデンの学生アルバイトは、日本と同様に多くの学生が経験しており、職種も似てい

る点が多い。しかし、収入だけでなく自立や経験を重視する意識も強く、働くことが個人の成

長につながっている点が特徴的だった。一方、部活動では、学生が主体的に運営し、役職や意

思決定も民主的に行われていることから、学生が学生を支える文化が根付いていると感じた。

KTH のバレーボール部のように、多様なメンバーが協力し合い、スポーツだけでなくイベント

運営も行うという点で、スウェーデンの学生団体は一つの会社のような存在だと感じた。アル

バイトも部活動も、スウェーデンでは単なる生活の一部ではなく、自己成長のための重要な機

会として機能していることが分かった。 

(文責:環境・社会理工学院 融合理工学系/B3/ S.N.)  

 

7-6. TOPIC:学習・研究に対する学生像 

7-6-1. テーマ選定理由 

 私たちのグループは、スウェーデン短期留学における調査テーマとして「スウェーデン学生

の学習・研究意欲」を選んだ。スウェーデンの高等教育は、学生の主体性を尊重し、自由度の

高い履修制度や平等性を重んじた学習環境を特徴としている。そのため、学生は自らの将来像

を早い段階から具体的に描き、学習や研究に対して計画的に取り組む傾向があると考えられ

る。一方、日本の学生は高校段階での選択肢が比較的限定されており、大学入学時点ではまだ

明確な進路意識を持たない場合も少なくない。両国の学生の学習姿勢や研究意欲を比較するこ

とは、教育制度や文化の違いが学生のモチベーションにどのように影響するかを理解するうえ

で有益である。本調査を通じて、異なる学習環境が学生に与える影響を捉え、日本の教育に対

する新たな視点を得たいと考えた。 

(文責:生命理工学院 生命理工学系/B2/ I.K. ) 

 

7-6-2. 事前調査のまとめ 

 スウェーデンには大学が約 50校あり、学士・修士課程を中心に多くのプログラムが英語で提

供されている。留学生の受け入れも積極的で、EU／EEA圏外の学生にも奨学金制度が整ってい

る。平等性を重んじる社会的背景から、性別・宗教・出身国などに関わらず、すべての学生が

学びやすい環境が整えられているのも特徴である。 

 教育理念として大切にされているのが「freedom with responsibility (自由と責任)」である。授
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業の一部は講義形式で行われるが、学びの多くは教室外での自主学習やグループワークで課題

に取り組んだりすることが重視される。学生は自ら学ぶ姿勢を持つことが求められ、主体性を

養う機会が多い。 

 さらに「クリティカルシンキング(批判的思考)」も大切にされている。学生は与えられた知識

をそのまま受け入れるのではなく、疑問を持ち、仲間や教員と議論を重ねることを重視してい

る。反論は学びの一環として受け入れられ、学生の意見は尊重される。こうした環境は、知識

を深めるだけでなく、自分の考えを整理し他者に対話する力を育んでいる。 

(文責:環境・社会理工学院/B1/ Z.X.) 

 

7-6-3. 現地調査(時間割について) 

KTH 生の Eさんに、実際の時間割の一部を見せてもらえた。このカレンダーでは、日付が

「日/月」というように表されており、1～3年生の、8月 25日から 9月 14日までの時間割をそ

れぞれ見ることができる。KTH の学生は、コース(化学系、機械系など)ごとに決まった授業を

受けることになっている。Eさんの専攻は機械デザインなので、同じ専攻の学生は、皆この時間

割通り授業を受けていることになる。授業の密度としては、1年生の時が最も多く、2年、3年

と徐々に少なくなっていく様子が確認できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7-6-3a. 一年生の時間割 
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図 7-6-3b. 二年生の時間割 

 

図 7-6-3c. 三年生の時間割 

 また、「アカデミッククオーター」というシステムについても記したい。このシステムは、時

間割に書かれている授業開始時刻よりも 15分遅く実際の授業が始まる、というものである。こ

れは、授業が休みなく入っている学生でも、授業を最初から聞くことができるようにするため

に設けられているシステムであり、渡航中でも、コーヒーを飲みながら、学生同士が談話する

様子が見られた。 

 

図 7-6-3d. 授業中のフィーカの様子 

 

 さらに、アカデミッククオーターとは別に、授業中に、フィーカの時間が取られていたのも

印象的だ。時間割としては 2時間の授業が行われるところ、最初の 15分に加え、授業の半分が

経過したタイミングで授業が一度中断されたのだ。この時間では、学生・教授がコーヒーとシ

ナモンバンを手に談話する、フィーカが行われていた。フィーカに関する説明は、グループ調

査「食べ物調査」で詳しく行なっている。このフィーカによって、長い授業時間でも集中力を

保ったまま授業を受け続けることができた。 

(文責:情報理工学院 情報工学系/B2/ H.M. ) 
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7-6-4. 現地調査(高校・大学について) 

 スウェーデンの学生は、比較的早い段階から将来を意識して進路を選択する。高校入学時に

は、大学進学を目指す Högskoleförberedande program(大学準備コース)  と、職業教育を重視し

た Y.R.kesprogram(専門コース)のどちらかを選ぶ仕組みがある。大学準備コースは分野ごとに

細かく分かれており大学の学部に近い内容である。大学への進学は、高校 3年間の成績が全国

的に集計され、それをもとに志望する大学・コースごとに選抜が行われる。高校で所属してい

るコースによっては出願できないコースもあるが、基本的に入学試験はなく、高校の成績が評

価の中心となる。出願方法も特徴的で、大学とコースをセットにして複数の志望を国に提出す

る。そのため、大学を重視する場合は同じ大学の異なるコースを、学びたい内容を重視する場

合は複数の大学で同様のコースを選ぶことが可能であり、多様な進路希望に対応できる制度で

ある。 

 

図 7-6-4. スウェーデンの大学のカリキュラム 

 

 大学に入学すると、2～3のコースに所属し、それぞれのカリキュラムに沿って授業を受け

る。多くの大学(例:KTH やリンシェーピン大学)では学部課程は 3年間であり、その後修士課程

へ進む学生が 7～8割を占めている。コースによっては学部から修士課程まで一貫したカリキュ

ラムが組まれている場合もある。特に KTH では、5年制のコースを修了すると 

Högskoleingenjör(学士課程)  と Civilingenjör(学士・修士一貫課程)  の両方の学位が与えられ、

就職や研究において有利に働くことが多い。学士・修士課程では講義や演習、実験が中心であ

り、研究室への本格的な所属は博士課程から始まるのが一般的である。ただし、その後すぐに

就職する学生もいれば、コースを変えて再入学し、新たに学び直す学生も少なくない。 

 また、スウェーデンでは 18歳から任意の徴兵制度があることや、高校卒業後にギャップイヤ

ーを取る学生が多いこともあり、大学の新入生は年齢層が幅広い。学部による男女比の偏りも

少なく、両親がスウェーデン人でない学生も多いため、平等の理念が学生生活の中でも強く感

じられる。さらに、履修は フルタイムかハーフタイムを選択できる柔軟な制度 があり、文理

の枠にとらわれず自由にコースを選択できる点も、学生の主体性を尊重するスウェーデンなら

ではの仕組みである。 

(文責:生命理工学院 生命理工学系/B2/ I.K. ) 

 

7-6-5. 現地調査(講義中および研究室での雰囲気について) 

 今回の研修では、スウェーデン王立工科大学の講義や研究室を見学し、学生の学習態度や教

授との関わり方を観察した。その中で、スウェーデンの教育文化に根付いた主体性の重視とオ

ープンな関係性が強く感じられた。 
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 見学した授業では、学生からの質問が非常に活発であることが印象的だった。講義の最中で

も疑問があればすぐに挙手し、教授もそれを歓迎する姿勢を見せていた。日本の講義では質問

の場が限られることが多いが、ここでは学生が授業を受け身ではなく双方向で進めていること

がうかがえた。 

 また、教授が学生に問いかけを投げかける場面も多く見られた。特に、生体高分子に関する

授業では講義前にミニクイズが行われ、教室全体の理解度や到達目標を確認していた。これに

より学生は、自分が何を理解していて、これから何を学ぶのかを明確にしながら授業に臨むこ

とができていた。教授自身も学生の反応を見ながら授業内容を調整しており、柔軟で参加型の

授業スタイルが印象的であった。 

 語学の授業では、教授が冒頭で「ここは間違えてもいい場所だ」と強調していた。言語学習

では間違いを恐れると発言が減ってしまうが、このように「間違いを許容する雰囲気」を明確

に示すことで、学生は安心して発言できる。結果として授業は活発に進み、学生同士のやり取

りも自然に生まれていた。こうした雰囲気づくりが、学習意欲を支える重要な要素であると強

く感じられた。 

  

 

 研究室では、教授と学生の距離が近いことが印象的だった。実際、日本から KTH に留学して

いる修士・博士課程の学生によると、教授には気軽に相談できる雰囲気があり、共同研究の話

も日常的に行われているという。ラボの多くは Instagramなどの SNSアカウントを運営してお

り、研究活動を外に発信することも一般的であった。教授によると、研究室が SNSを活用する

のは、学生に研究に興味を持ってもらったり、より多くの人に活動を知ってもらったりするた

めだという。こうした発信は、研究を身近に感じてもらう工夫として機能しており、研究と社

会との距離を近づける役割を果たしていると感じた。 

 また、日本のように学士課程の最終学年で自動的に研究室に配属される制度はなく、研究室

に所属していない学生も多い。参加したいプロジェクトや研究があれば、自ら教授にコンタク

トを取るのが一般的であり、学生には主体的に研究活動に関わる姿勢が求められていた。研究

室の物理的な環境も広く、設備が充実していたことから、研究に集中できる環境が整えられて

いることが分かった。 

図 7-6-5a. 日本語の授業の様子 

 

 

図 7-6-5a. 日本語の授業の様子室の様子 
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 さらに、留学生の割合が高く、多国籍な研究室が多いことも特徴的だった。学生は国籍やバ

ックグラウンドに関係なく議論を交わし、他大学との共同研究も盛んに行われていた。これに

より、研究室は単なる学問の場にとどまらず、国際的な交流やネットワーク形成の場としても

機能していた。 

 これらの現地での授業・研究室訪問を通じて、スウェーデンの教育・研究環境は主体性を持

って学ぶこと、開かれた関係性で協働することを重視していることが明らかになった。授業で

は学生が安心して発言できる仕組みが整えられ、研究室では学生が自らの意思で研究に関わ

り、教授ともフラットに議論できる。こうした文化は、学生の学習意欲を自然に高める基盤と

なっていると実感した。 

(文責:環境・社会理工学院/B1/ H.S.) 

 

7-6-6. インタビュー(日本文化への関心について) 

一人目:Ｄさん 

 日本のサブカルチャーが大好きだというスウェーデン出身の D さんは、KTH でサステナブ

ル・テクノロジーを専攻している。日本語はほぼ独学で習得し、日本滞在歴はわずか 3か月ほ

どにもかかわらず、アニメのセリフや言い回しを自在に使って会話する姿が印象的だ。 

趣味はゲームで、専攻とは別にゲーム制作を学び、ゼロからオリジナル作品を生み出してい

る。キャラクターのデザインからボイス、BGM に至るまで全てを自身で手掛けるという徹底ぶ

りだ。日本語版とスウェーデン語版の RPGを制作し、プレイングもまた休日の大きな楽しみに

なっているそうだ。 

また、課外活動ではバレーボール部に所属し、キャプテンとしてチームをまとめている。学

業や部活動に真剣に取り組みながらも、好きなことにはとことん打ち込む姿勢が D さんの魅力

である。「極」という一文字が、彼の生き方をよく表しているといえるだろう。 

 

二人目:Aさん 

 リンショーピン大学のサークル「Language Café」に所属する Aさんは、幼いころにスウェー

デン語訳の『ドラゴンボール』を読んだことをきっかけに、日本のアニメーション文化に関心

を持つようになったという。生まれも育ちもスウェーデンだが、高校卒業後には 1年間のギャ

ップイヤーを取り、日本に働きに来た経験を持つ。大阪の広島焼の店で勤務し、独学で日本語

を学びながら、趣味も楽しんだ充実した 1年だったそうだ。 

帰国後にリンショーピン大学へ進学すると、同サークルでは日本語を教える立場となり、周

囲から頼りにされる存在となっている。実際に彼の日本語は非常に流暢で、独学とは思えない

ほどである。Aさんが通っていた高校では、彼のように卒業後にギャップイヤーを取る生徒が少

なくなく、中には任意の兵役に参加する者もいたという。スウェーデンの入隊試験は体力測定

が中心で、希望すれば誰でも挑戦できる仕組みだそうだ。大学進学だけでなく、働く・旅をす

る・兵役に就くといった多様な進路が開かれていることは、スウェーデンの若者が持つ自由な

選択肢と、それを支える行動力を象徴していると感じられた。 

(文責:生命理工学院 生命理工学系/B2/ I.K. ) 
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7-6-7. インタビュー(日本語学習への関心について) 

一人目:K1さん 

 K1さんは KTH の工学教育学科に在籍している。異文化交流や多様な文化を体験したいとい

う思いから、将来は留学を希望しており、とりわけ日本の文化に強い関心を持っている。旅行

だけでなく、実際に日本で学びたいと考えている。 

KTH ではバレーボール部に所属し、以前は部長を務め、現在は会長のような立場で活動をま

とめている。日本の大学でも体育系の部活動を体験してみたいと考え、日本語の学習を始め

た。とても明るく外向的な性格で、外国の人との交流や多様な文化に触れることを楽しんでい

る。 

一番難しいと感じるのは、漢字・ひらがな・カタカナの使い分けである。授業を通して日本

語をさらに上達させ、将来の留学に生かしたいと話していた。 

また、勉強や部活だけでなく、余暇には DJ活動にも取り組んでいる。スウェーデンの大学で

は学生の趣味がとても多様で、しかも周囲からも応援されている。実際に大学の中には DJサー

クルもあり、音楽を通じて友人とつながることができる。 

 

二人目:Eさん 

 Eさんはコンピュータ・サイエンスを専攻している。日本とスウェーデンのハーフで、母方の

家族は千葉県出身だ。毎年 1～2回は日本に帰省し、祖母の家で過ごしているほど日本とのつな

がりは深い。日本が大好きで、より自然に会話ができるようになりたいと考え、日本語の勉強

を始めた。家でときどき母と日本語で会話することもあるため、会話やリスニングは得意だが

その一方で、漢字の学習には苦労している。日本の学校に通った経験がなく文字の読み書きに

は慣れていないため、そこが大きな課題となっており、日本語の授業を通して漢字の力を伸ば

したいと考えている。 

また、Eさんは普段は KTH のサッカー部に所属していて、仲間と一緒にサッカーを楽しんで

いる。余暇には試合観戦をすることも多く、サッカーは生活の大切な一部になっている。話を

聞いて特に印象的だったのは、スウェーデンの学生が多くの場合、二つ、三つの言語を自由に

使いこなせる環境で育っているということだ。そうした多様な言語環境は、子どものころから

異なる文化に触れる機会を自然に与え、柔軟な考え方や広い視野を育てている。Eさんのように

家庭の中で日本語とスウェーデン語を行き来しながら成長する経験は、学習だけでなく異文化

理解にもつながっていると感じた。 

 

三人目:K2さん 

 KTH 大学でデザイン工学を専攻している K2さんは、日本とスウェーデンのハーフである。

家族の影響で幼い頃から日本語に触れる機会が多く、そのことをきっかけに日本語に強い関心

を抱き、学び始めた。K2さんにとっての大きな課題は、子どもの頃から耳にしてきた言葉で

も、自分が話すと子どもっぽく聞こえてしまうことである。より自然で大人らしい日本語を話

せるようになることを目指している。 
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(文責:環境・社会理工学院/B1/ Z.X.) 

  

7-6-8. 結論・考察 

 スウェーデンの大学を見て感じた大きな特徴は、学生一人ひとりの主体性を重んじる仕組み

にある。高校段階から進学を見据えたコース選択が求められ、大学進学後も履修のペースをフ

ルタイムやハーフタイムから選べるなど、学びの自由度が高い。制度そのものが「自ら考え、

選び取ること」を前提に設計されており、今回出会った学生の姿からもその文化が色濃く表れ

ていた。彼らにとって学習や研究は生活と自然につながっており、興味や経験の延長線上に位

置づけられていた。授業の場面でも、学生の主体性を尊重する雰囲気が強く感じられた。講義

中には積極的な質問が飛び交い、教授もそれを歓迎していた。生体高分子の授業では冒頭にク

イズが取り入れられ、学生が自分の理解度を確認しながら学べる工夫がされていた。また語学

の授業では「ここは間違えてもよい場所だ」と教授が明言し、学生が安心して発言できる環境

が整えられていた。こうした仕掛けが、双方向的で参加型の学びを支えていた。研究室では教

授と学生の距離が近く、日常的に議論や相談が交わされていた。KTH に留学している日本人学

生によれば、教授に直接研究のアイデアを持ちかけられる雰囲気があるという。さらに研究室

に自動的に配属される制度はなく、学生が自ら教授にコンタクトを取るのが基本であった。こ

のように、研究活動に参加する段階から主体性が求められている点も特徴的である。多国籍の

学生が集まる研究室では、国籍やバックグラウンドを越えて活発な議論が行われ、学問と国際

交流が自然に結びついていた。 

 一方で、日本の大学制度は入学試験突破に重点が置かれ、高校段階では受験に向けた勉強が

中心になりやすい。そのため、大学に入ってから初めて自分の関心や進路を模索する学生も少

なくない。研究室やゼミで主体的に学ぶ機会はあるものの、制度としての自由度は限定的であ

り、授業でも教授からの一方的な講義が多い。この点は、スウェーデンの双方向的で開かれた

授業や研究環境と対照的である。 

 こうして比較してみると、スウェーデンの学生は制度と文化の両面から主体性が育まれ、学

習意欲や研究への姿勢が自然に形成されていると感じる。学びが生活や趣味、社会とのつなが

りと一体となって進んでいくため、自分の選んだ道に納得感を持ち、研究へも前向きに取り組

めるのだろう。今回の現地調査で得た経験は、日本の大学が学生の主体性を引き出す環境づく

りを進める上で、大きな示唆になるといえる。日本の大学がより主体的かつ共同的な学びへと

進化していくならば、自ら問いを立てて学びを広げていく主体性を持った学生が、今後ますま

す増えていくであろう。 

(文責:生命理工学院 生命理工学系/B2/ I.K. ) 
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